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1.は じ め に

 この研 究ノー トは,フ ィリピン ・ミン ドロ島南東部の山岳地帯に分布す るハ ヌヌー

・マンギ ャン族(Hanunoo-Mangyan)に 関す る調査報告の一部 をなす 。この種族の

民俗文化を全体 的に把 握す るうえで有 効 と思 われ る理論的枠組 については,す で にご

く簡略な報告を してい る[宮 本1975a,1975b]。 だ が,個 々の問題に関す る詳細な

報告 は限 られてお り[宮 本1976],未 発 表の調査資料 が多 く残 っている。

 本 稿で は,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族の民俗文化の社会 的側 面を問題 とす る。まず,

親 族組織 をめ ぐる資料 を呈示 してか ら,リ ーダー シップの問題 に焦点を 当ててみたい。

この作業を通 じて,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会の構成 と指 向性 に関 して仮説をひ きだ
                   

してみ ることが本稿の ねらいであ る。

 フ ィ リピンが社会人類学者 に注 目され るようにな ったのは,親 族 ・社会組織論 に新

しい傾向がみ え始 めた1950年 代 の後半 以降で ある。それまでは,親 族 ・社 会組織研究

の関心の大半 が単系社会 の研究に向け られ ていた。ところが1950年 代 になって,マ ラ

ヨ ・・ポ リネ シア社会 における非単系集団の重要性 がGooDENouGH[1955]に よ って

示 され,ひ き続 きFIRTH[1957]やDAVENPORT[1959]も 非 単系社会 の 研 究 の

必要性を強調 した。 このよ うな 傾 向 にともな って,フ ィ リピンは 双系親族 な い し

cognatic親 族 に関 して好適 な資料 を 提供 しうる地域 と して社会人類学の分野で注 目
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され るようにな った ので ある。

 今 日の フィリピン研究者の多 くは0単 系 出自集団 を想 起 させ るよ うなcorporate

groupingの 萌 芽 ・生成が フ ィリピン社会 にみ られ るとい う点に関心 を払 お うとしな

い。MuRDocK[1960]は, EGGAN[1960]に よ って研究 されたSagada Igorot族

のbilateral descent groupsな い しfamiliesを``Bilateral(Eskimo)"亜 タ イプに

組 み入 れ,BARToN[1919]に よ って報告 され たbilateral kindredを``ambilineal

ramage"に 分 類 した。 この見解は,フ ィリピン諸種族の親族組織を考察す るうえで,

も っとも説得力 があるかの ごと く考え られていた。 ところが7年 後 に,村 武[1967]

か ら批 判の矢 が放 たれたので ある。 村武 は,北 部 ル ソン のbilateral groupingに

"clan"の 用 語をあてたBEY
ER&BARToN[1911]の 見 解を再考 し,イ ゴロッ ト族

の親族 に"conical clan"  村 武 はそれをSAHLINS[1957]の い う``stem Iineage"

の 構造 を想起 させ る もの とみた  の 概念 を適用 したKIRcHHoFF[1959]の 視 点を

重要視 した。 つ まり,「Murdockも,フ ィリピン研 究者 と してのEgganそ の他 の

学者 も,フ ィリピンの族 制を中心 に した 社会組織 を,ego-oriented kin=personal

kindredとambilineal descentと に,ひ とつ の基本的視角を おいて構造 的位 置づ け

を あたえ ようとしてい るようだが,そ こには東南 アジアのcognatic族 制 の諸社会 に

おいて,し ば しば見 出され,重 要な意義を もつ く特定family-1ine>を 摘 出 し,こ の

制度の もつ意 味を考究す るとい う視角はみ られない」[村 武 1967:4]と い う見解 を

示 し,・フィ リピン社会 の研究に新 しい道を切 り開いた。

 西 ミン ドロ州 中南部の山岳地帯 に分布 す る焼畑農耕民 ・バ タンガン族 の一集落で共

同調査をお こな った のちに,村 武 ・菊地[MURATAKE&KIKucHI l 968]は,そ の

社会の親族組織 を分析 し,`{hcad"(政 治 的 リーダ)の 機能 と構造を考察 した。 その

結果,こ の社会 に,personal kindredsとaxial family lineが 認 め られ, ego-

centered kin conceptとanccstor-centered kin conceptと が 互いに調 和 して存在

す ることを明 らかに し,corporate groupingと して の性格の繭 芽がみ られ ることを

暗示 した。

 か つて筆者は,村 武 ・菊地の"ax�l fam�y line論"を 応 用 し,フ ィリピン南部

の ポロ島に住 むイス ラム教民 ・Tauso9族 を あつか った文献資料 をもとに,男 系 的要

素を もつaxial family line(sult疣, dat冾ｻ の他 の社会的 ・政治的 リーダーの地位 ・

役割の継承にみ られ る)の 考察を こころみたことがある[MIYAMoTo l 971]。 本 稿で

示 され るハ ヌヌー ・マンギ ャン社会 の考察 は0こ の研究 の 延長線上 にあるとい って

よい。

 ミン ド0島 は,フ ィリピンでは7番 目に大きな島で,マ ニ ラより南方約160km

離 れ た ところに位置す る。 この島の海岸地 帯には,タ ガログ族(Tagalo9),ピ サ ヤ

族(Bisaya),イ ロ カノ族(llokano)な どのマ レー系 キ リス ト教 民が,水 田耕作,漁
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図1 ミ ン ドロ 島 山 地 民 の 分 布 略 図

(TwEDELL[1970:191】 の地図を もとに した もの)

業,林 業,商 業 な どを営 んで生活 してい る。 ミン ドロ島の大半は山岳地帯 に占め られ,

人 口密度はきわめて低 い。そ こに 「マンギ ャン」 と総称 され る原 マ レー系焼畑農 耕民

が住む。 ミン ドロ島山岳地帯 に は 最 低7つ の 種 族(ethno-1inguistic groups)が 数

え られ,北 半 部 に イ ラヤ族(Iraya),ア ランガン族(Alangan),タ ヂ ャワン族

(Tadyawan)が 分布 し,南 半部 にバ タンガン族(Batangan),ブ ヒ ッド族(Buhid),

ハ ヌ ヌ_・ マ ンギ ャン族(Hanunoo-Mangyan),ラ タグノ ン族(Ratagnon)が 分

布 してい る[TWEDDELL 1970](図1)。 フ ィ リピン研究 の中で も,ミ ン ドロ島山地

民の研究は未 開拓 の分野 で,イ ラヤ族,タ ヂ ャワン族,ラ タグノン族 に関す る社会人

類学 的調査報告 は皆無で ある。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の推定人 口は7,000人 か ら8,000人 で[PosTMA l 965:360],

彼 らはMansalay, Bulalakao(san Pedro), san Jos6の 行 政区(municipality)の

管 轄 内にあ る山岳森林地帯 に分布す る(図2)。 その面積は約800平 方kmと 推 定 さ

れ るが[CONKLIM 957:10],多 くの場所が海岸地帯 に住 む特定の キ リス ト教徒の牧

場 と して使 用 され ている。 キ リス ト教民に よる土地 の略奪 と労働搾取がかな り頻繁 に

86



宮本 'ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社 会の構成につ いて

図2 ハ ヌ ヌ ー ・ マ ン ギ ャ ン 族 の 分 布 略 図

 (CONKLIN[1957:6】 の地図 をもとに した もの)

お こなわれて きて おり,こ の事実 は,本 稿 のテーマを追求す るうえで重要な意味を も

つ ことになる。

 本 稿 のもととな る調 査は,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の社会観 ・世界観の考察 を目的

として,1973年6月 か ら1974年9月 にかけて,東 ミン ドロ州マ ンサ ライ地 域を中心 に

お こな ったものであ る。筆者 の調査活動の範 囲は,主 と してAmaga川, Kagankan

川 近 辺 に限 られて いた。Panaytayanの 集 落を調査活動の拠点 と して,他 のい くつか
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の集 落で もインテンシヴな調査を こころみた。エクステ ンシヴな調査 は限 られて おり,

それ が本稿 の限界 の1つ とな って いる。 ここで報告す る資料は0と くに ことわ りのな

いかぎ り,パ ナイタヤン,ハ ウ ィリ(Hawil),カ ガ ンカ ン(Kagankan)の 集 落での

調査に もとつ く。

 な お筆者 は,PosTMA[1965]やITuRRALDE[1973]同 様,こ の種族 を0貫 して

「ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン(族)」 と呼んでい るが,こ の命名法について簡単 に触れてお

きたい。 この種族 はOGARDNER&MALIwANAG[1939]に よ って"Hanunoo(ハ

ヌ ヌー族)"と して人類学会に紹介され た。CoNKLIN[1953]が この命名法を受け継

いで``Hanun60"と 呼 び,日 本では佐 々木[1970:142-145]や 菊地[1973:243-

244,KIKucHI l 973]が この語を採用 している。 ところが実際には,こ の種族の人び

とが 自分たちを``Hanun60"と 呼 ぶ ことはまった くない。 Hanun60(加 η槻6ρo)と

い う語は,「 本当の」「正真正銘の」 とい う意味の形容詞 にす ぎないのである。彼 らは

自分たちを``魏 吻頭 π"と 呼ぶのがふつ うである。 そ こで,彼 らの 種族 名 と しては

"Mangyan(マ ンギ ャン族)"が 正 しいはず である
。 だが,そ うす ると研究上不都合

が生 じて しま う。 とい うのは,脚 〃ツ伽 という語は彼 らに とって もう1つ の意味を も

つか らであ る。 この語は,広 義 には ミン ドロ島の山地民一般を さ し,狭 義 には ミナン

ギ ャン語(ηz∫ηごz玖ア∂η ま ナここま b疊ar�ﾅZαηJyあη)を 第一言語 とす る人び と(本 稿 で いう

ハ ヌヌー ・マンギ ャン族)を 意味す る。そ こで,こ の種族 を示す別 の名称 があるな ら

ば,そ れを採用 したほうが混乱を防 ぐことがで きる。

 彼 らは,他 の ミン ドロ島山地民 と区別す るたあに,自 分た ちを``加 観π6ρo腕α砂伽"

な い し``脚 〃ク伽 擁η槻6Po"と 呼 ぶ こ とが あ る。 そ こ で こ の命 名 法 を 採 用 し,

"Hanunoo -Mangyan(ハ ヌ ヌー ・マ ンギ ャン族)"と 呼んだほうがより適切であ る

と考え られ る。 この名称は,彼 らが実際にみずか らを示す語であるばか りで な く,そ

こに彼 らの言語名が示 され(〃 加 吻頭 ηのinはinfix),し か もすでに人類学 や 言語

学の分野で一般 的にな っている``Hanun60"と い う語 を 排除す るものではないか ら

であ る。 上記のGARDNER&MALIwANAGが"Hanuoo"と い う語 を 種族名 とし

て 採 用 した の は,た とえ ば ブヒ ッド族(ミ ナ ンギ ャン語 で はb伀id)が``b伀id

規αの伽"(「 ブ ヒ ッ ド族 の マ ンギ ャン」 の 意)と も呼 ばれ る の と同 じ レベ ル で

``加側η6ρoηα〃ツδη"を 解 して しま
った(つ ま り,「 ハヌヌー族 の マ ンギ ャン」 と解 し

た)か らであ ろう。 本稿 では,狭 義の 鋭σ〃Lγ伽 は 「ハヌヌー ・マンギ ャン(族)」 に

統一 し,単 に 「マ ンギ ャン」 とい うばあいは,ミ ン ドロ島の山地民一般 を示す ことに

す る。
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亜. 「人 間」 の分類 と社会的距離

1.外 部者(キ リス ト教民)と マ ンギfiン

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の分類法によれ ば,「 人間(t痙�)」 は 「ダムオン」 と 「マ

ンギ ャン」 に2分 され る。

 ダ ムオ ン(4α 漉Po〃)は,マ ンギ ャン以外の人び と(外 部者)を 総称す る語 と して

用い られ0「 船で上陸 してきた人び と」 というのが本来の意味 である。 外部者を示す

語 と して,kiristyano(<Sp. cristiano,キ リスr教 徒)が 用 いられ ることもある。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の間では,大 昔か らミン ドロ島に住 みついていたのはマ ン

ギ ャンの祖先 たちで,キ リス ト教民 が この島 に住む ようにな ったのはず っと後 にな っ

てか らである,と いい伝え られ てい る。考古学的研究が皆無 であ るため,ミ ン ドロ島

民の移動 に関す る歴史的背景 は明 らかではな いが,原 マ レー系 の人 びとは約600年 な

い し700年 前 に南方(ス マ トラ,ボ ル ネオ)か ら ミン ドロ島に渡 って海岸地帯 に居住

し始 め,後 に同島 に移住 してきたマ レー系低地民 に徐 々に山中に追 い こまれて いった,

と い う見方 が通説 とな ってい る[PosTMA l 974:21-22]。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 は,ダ ムオンの条件 と して,ズ ボ ンやスカー トを身につけ

て クツをは くこと,低 地 に住んで豊かな生活 を していること0キ リス ト教信者で あ る

ことな どをあげ る。 ふつ う 「ダムオン」 というばあい,中 国人(ains勛) ,ア メ リカ人

(merik疣o<Sp. americano),ス ペ イン人(ん α5観ゲ 〈Sp. Castilla),日 本 人(hap�

くSp・Jap6n)な どの外部者 もそのカテゴ リーに含 まれ る。

 い っぽ う,マ ンギ ャンであ ることの条件 と して,ズ ボンや スカー トや クツをはかず

にフン ドシ(加P∂g,男 の ばあい)や 腰巻 き風の スカー ト(ram咜,女 のばあい)を 身 に

つけてい ることを第一 にあ げる。山地 に住 んで焼畑農耕を営んで いること,キ リス ト

教 とは異 った宗教を もってい ることな どもあげ,ダ ムオンとは明確に区別 している。

 マ ンサ ライの街 に行 くと,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャンの老若男女が山か ら降 りて市場 で

キ リス ト教民 に混 じって買 いものを した り0ト ライスクール(オ ー トバ イを改造 した

乗合 い三輪車)や ジプニー(ジ ープを改造 した乗合 いバ ス)に 同乗 した りしている光

景 にであ う。す ると,あ たか もキ リス ト教 民 とマ ンギ ャンとの間に民族 的共生 が成立

しているかのよ うな印象 さえ受 け る。 ところが,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャンがキ リス ト教

民の農場 で一 日中働 いたばあいの報 酬はわずか1～2ペ ソ(約40～80円,フ ィリピン

の労働 法で規定 され た1日 の最低賃金 は4.75、 ペ ソ)か 食 事 ない し古着 のみ であると

い う事実,あ るいはキ リス ト教 民によ るハ ヌヌー ・マ ンギ ャン地域 の土地の略奪が今

日で もか な り頻繁にお こなわれている事実を知 るやいなや0上 記の印象 は拭 い去 られ

89



国立民族学博物館研究報告  2巻1号

て しまう。実際 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャソ族に とって,キ リス ト教民 は恐怖の対象 とさ

えな っている。

 前 述 したように,kiristy疣oは4α 禰 吻 の 同義語 と して用い られ てい るが,前 者 の

ほ うが,後 者 よりも外 部者 に対す る暗 いイ メージを含蓄 しているよ うで ある。ハ ヌヌ

ー ・マ ンギ ャン族 の年寄 り層は ,1947年 か ら1957年 の 間に数 度にわたって長期の民族

誌学 的調査に従事 されたイエール大学 のコ ンク リン博士 に対 して,今 日なおも親愛の

気持 ちを抱 いている。Yagawで 住 み込み調査を されていた コンク リン博士を い く度

か訪 れた ことがある という老人が現在ハ ウィ リに住んで いる。 この 老人 に,コ ンク

リン博 士 はkiristy疣oか どうか尋ね てみ た と こ ろ,``?unm疣 kiristy疣o SZ k�kilin

(Conklinはkiristy疣oで はない)"と いう答 えが返 って きた。 その理 由は,こ の人類

学者 は ダムオ ンであるが彼 らハ ヌヌー ・マ ンギ ャンに 「非常 に親 切だ ったか ら」 と

いうことであ った。 つ ま り0ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 に とって,あ るダムオ ンが

kiristy疣oで あるか否かの決 め手 は,そ の人 の宗教 なのではな く,む しろ自分たちに

対す るその人の過 去の行為 か ら判 断 した人柄 なのである。 ダムオ ンの中に も親切な人

物 はいる,と いう意識はあ る。 しか し,全 般 的にはやは り,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族

に とってダ ムオ ンは気の許せ ない対象 なのであ る。筆者 は,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャンの

母親 が``4α 磁Po〃,吻 磁Po〃!(ダ ムオ ン,グ ムオ ンが来 るよ)"と いって乳児を泣 きや

ませ ようと している場面にで くわ した ことが何度かあ る。山の中では快活 な子供 たち

も,ひ とたび街 に出ると怯 えた様子でハヌヌー ・マ ンギ ャンのお となの後 を離れ よ う

と しない光景 もよ くみ られ る。 また,ハ ヌヌ�E マ ンギ ャン族 はいろいろな種類 の悪

霊 σ幼勿)を 非常に恐 れてい るが,そ の中で も最 も恐 ろ しい悪霊 はダムオ ンの姿を し

た悪霊であ る,と 信 じてい る[宮 本1976:224-225]。 ダ ムオ ンとの 結婚 は 固 く禁

じられ,彼 らと性 関係を もとうものな ら性器 が苦 痛に耐 え られな いほ ど腫れあが って

死んで しま う,と いわれ る。ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の信仰 によれ ば,彼 らの死後の

世界(ん πrα4ω∂乃αη)は ダムオ ンのそれ とは隔離 された ところにある。死後 の世界では

ダムオンか らの圧力はまった くない,と 信 じられている。つま り,ハ ヌヌー ・マ ンギ

ャン族の死後の世界は,彼 らの理想 とす る世界のイ メー ジが投影 され た ものと して理

解で きる。

 このよ うにハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 は,外 部者(キ リス ト教民)と 自分たちマ ンギ

ャンとの間に明確 な線を 引き,社 会的距離(social distance)と い う観 点か らいえば・

前者を最 も遠 い位 置に置いて いる。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 は,マ ンギ ャンであればたとえ言語が異 っていて も(つ ま

り,他 種族 のマ ンギ ャンであ って も)安 心 して い られる,と いう意識を もつ。他種族

との結婚 も,特 定範囲 内の親族関係になければマ ンギ ャンであ る限 り承認 される。 し

か し,他 種族 のマ ンギ ャンを低 くみ なす意識 もうかがえる。 たとえば,交 流頻度の最
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も高 いブヒ ッド族 に関 しては0「 彼 らは水浴を あったに しない」「彼 らの土地には ヒル

がた くさん いる 」「皮膚病が多い」な どとい う表現 を用いる。 この ように,他 種族 の

マ ンギ ャンとの間にあ る程度の距離を 置 くことに よって も,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族

と しての民族的アイデ ンテ ィテ ィが保 たれて いるように思え る。・

2.他 人 と 親 族

 ハ ヌ ヌー ・・マ ンギ ャン族 が社 会的に最も距離を 置いてい る人 び とのカテゴ リーは ダ

ムオ ンである。そ して,ダ ムオ ンに対立す るマ ンギ ャ ンの カテ ゴ リー内では,他 種族

のマ ンギ ャ ンとの間に距離を置いている。それで は,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャンの カテ ゴ

リーにある人 び とは,ど の ように分類 され,社 会 的位 置づ けを与え られているのだろ

うか。

 あ る個人(EGO)に 焦 点を当ててみる と, EGOか らみてハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族全

体は他人 ない し非親族(non-kin)と 親 族(kin)に2分 され る。

 EGoの 世 代(世 代0)に つ いていえば,第4イ トコ以内 の 血族(consanguineal

kin)お よ びその姻族(affinal kin)に 限 り親族用語 が適用 され る。 この範囲 を こえ る

と,``勉4メ 窺妙 彦α磁g侃(も う名称 がない)"と か"Pα 吻02メ(も う遠い)"な どと

表現 され,親 族 関係はない ものとみな されて?兊a t痙vo(他 人)の カテ ゴ リー に組み

いれ られる。 厳 密にいえば,ダ ムオ ンや親族 関係 にな い他種族 のマ ンギ ャンもa兊a

t痙voで あ る ことに相違 はない。 だが0ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 がこの語を用 いるば

あい,「 非 親族 であるマ ンギャ ン」を さすのがふつ うである。 本稿では彼 らの一般的

用法に従い,「 他 人」 とい うばあいはダムオ ンを含 まない もの とす る。 彼 らにとって

他フくの大半は,自 分たちの集落か らか け離れた ところに住んでいる。農作業 その他の

日常生活 での相互扶助 関係 はほ とん どない。 したが って,社 会 的距離 という側面か ら

みれ ば,他 人は親族 関係のあ る人 び とのカテゴ リーの外に置かれる。 ただ し0結 婚 は

他人 とす るのが 原則 とな っているため,他 人 は 姻族になるか も知れない人 びとで も

ある。

 い っぽう,「 わα伽5勿 α(第4イ トコ)ま でが 肋 彦αω伽αηである」 といわれる。 この

ん伽 ω伽αη とい う語 は,血 族 と姻族を含包す る語 で,親 族全体 を示す。血族 を総称す

る語 と してk痙�yが 用 いられ るが,姻 族 を総称す る語 はな い。 親族 関係 にあると考

えられて いる人 びと(つ まり んα'αω伽απ)の 範囲 内での結婚 は原則 と して認 め られず,

さ まざまな規則が定め られている。キ ョウダイおよび第1イ トコの範囲 内の性 関係 は

タブー視 され(し たが って,結 婚 も禁止 され る),そ の範囲外の親族(第2～ 第4イ

トコとその姻族)ど う しの性 関係は大 目にみ られ るが,結 婚す る際はpandan坥vanと

呼 ばれる祈 とう師 による儀礼を通過 しなければな らない。

 姻族 は離婚 によってその関係が切れて しま うので血族 よりも社会的に遠距離 にある,
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とい う見方が一般的である。 しか し姻族 も んα如ω動侃 であ り,katzv丨anは 必要 とあ

れ ば互 いに協力 しあ うよ う期待 されて いるので,姻 族 も血族 も同 じよ うなものだ,と

い う見方 をす る住民 もい る。

3.親 族 の 分 類

 親 族 の分類 は,ま ず第1に 親族用語を用いてお こなわれ る。おのおのの親族 にどの

用語 をあて るかは,い くつかの指標 の組み合 わせ によって決定 される。指 標には,世

代 の上下 と距離 血族関係ない し姻族関係の距離 性別があ り,年 令 の上下 もそれに

加 え られ る。親族用語による分類法 は,あ くまで もタテマ エであ る。ほかに,実 際の

社会生活 にお ける互酬関係ない し相互扶助関係 の度合 いを尺度 と した分類法もみ られ

る。 ここでは まず,血 族 ・姻族を示す用語 の記 述か ら始 め,次 に第2の 分類法を概観

す る。

 最 初 に,EGOの 世 代(世 代0)の 血 族用語か らみてみよ う。 キ ョウダイ を さす名

称 用語(referential term)と して ρα`α7P∂γ2 Pが 性 の区別な しに用い られ る。 キ ョウ

ダイは個人名で呼ばれるのがふつ うだが,年 上 の キ ョウダイは 版んαPな い しa疚a?

と呼 ばれ ることもあ る。 これ らの呼称用語(VOCative termS)は0と きに名称用語 と

して用 い られ ることもあ る。キ ョウダイ問の年令 の上下を示す この用語法は0彼 らの

社会 的行動 と関連 しているよ うに思 える。 つま り,他 の フ ィリピン諸種族 の社会 と

同 じよ うに,ハ ヌヌー ・マ ンギャ ン社会 に も強 固ではないが一種 の 年長者尊重原理

(seniority principle)が み られ0兄 ・姉は弟 ・妹 の面倒をみな ければな らないが,後

者 は前者 に対 して従順であるよ う期待 されて いる。

 イ トコ0般 を示す語 と してp'znsanが 用 いられ ることがある(た だ し,ふ つ うがη5侃

とい うばあいは第1イ トコを さす)。 前述 したように,第4イ トコまでが血族 とみな

される。第1イ トコの名称 用語 はP伽 伽 ない しp匤sanで,こ の2つ は呼称用語 とし

て も使 われ る。第2イ トコの名称用語 は ∫顔 ωα(た だ しまれ)な い しp�san sa aaruzv�

で,2α 蹴ω6(<dur�,数 字 の 「2」 の意)だ けで第2イ トコを示す ことが頻繁にあ る。

呼称用語 としてはaarur�の み が用 い られ る。 第3イ トコの 名称用語 はp匤san sa

?疸loな い し?疸lo(<t田o
,3)で,後 者は呼称用語 として も用い られ る。第4イ トコ

の名称用語 は ρiπ∫αη5α6α伽 ∫吻α ない し δα伽 ∫勿 α(髭1蜘 と ∫α鉾 の合成語 で,前

者は 「～に向か って」を意味 し,後 者は 「枝」を意味する)で ある。呼称用語 と して

は うσ伽5勿 α が用い られ,単 に5α 鉾 ということもある。CONKLIN[1964]が 報 告 し

たYagawの 集 落での用法 と同じように,ハ ウィ リに も第5イ トコ,第6イ トコにそ

れ ぞれtar?疵ia(半 キ ョウダイを示す語),?ins疣(第1イ トコを示す語)と い う名称 ・

呼称用語をあてた住 民 もいる。 だが彼 らも,こ れ ら第5,第6イ トコをk痙�y(血 族)

と はみな していない。な お,第1イ トコだけはキ ョウダイ と同 じよ うな ものだと考 え
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られてお り,前 に触れ たよ うに,第1イ トコ以内の性 関係 はイ ンセス トとみな され る。

も しキ ョウダイない しイ トコどう しが性関係を結 ぷよ うな ことがあれば,違 反者 の性

器が互いに離 れ られ な くなるばか りか,2人 がい る家屋の床 か ら水が噴 きあが り,人

びとは連 日雷鳴 と稲妻に怯 えなけれ ばな らな くな り,あ るいは雨期で あれば 日照 りが

始 まり,乾 期であれ ば大雨が続 いて農作物は全滅 して しま う,と い う信仰を彼 らは も

っているのであ る。い っぽ う,第2～ 第4イ トコどうしが祈 とう師 ρ侃ぬη伽αη の儀

礼を受 けずに結婚す ると,い ずれ生 まれ る子供 は生後 まもな く死亡 し,稲 妻 と雷鳴が

続 き,あ るいは彼 ら2人 は海岸 にで た ときに水面が急激 にあがって溺れ死 んで しま う,

な どといわれ る。

 「年寄 り(の)」 とい う意味の語であ るg髭7卿 は,親 を さす名称 用語で ある。性別

を明 らかにす るために,P伽 ゴ(父)OP伽P(母)と い う語 も用 いられ る。 呼称 用語は0

父 が 勉磁 〃で,母 は 励 勿 であ る。両親 に対 しでは敬意を払 い,従 順で あるよう期

待 されて いる。かつてはいか なるばあ いで も両親の個人名(ハ ヌヌー ・マンギ ャン族

の間では姓 は用 いられない)を 口に出す ことは許 されなか った,と いわれて いる。 こ

の慣 習は,と くにMalang-og川 やSinariri川 近 辺 の奥地 の老人 によって今で も守

られて いる。筆者が両親 の個人名を尋ね ると0隣 …りに居合 わせ ているハ ヌヌー ・マ ン

ギ ャンに,``S2 P伽oん ワ鉾7碗 加クa疥a a,肋 グ 勿ゴ,ん伽0く 私の父 と母 の名前 は何か,

だ とさ)"と い って 自分のかわりに答 えて もらお うとす る年寄 りの イ シフ ォーマ ン ト

が何人かいた。

 子 に対す る名称用語 と してはaan疚が 用い られる。 長子 と末子 に特別の名称用語

が与え られ,前 者 に対 しては ρ卿伽妙,後 者に対 してはkap俍?an(<kap俍最 後の)

が 用い られる。長子 と末子以外の子には,P侃 撮 肱7伽 ♪αη(kar痙�?an中 間 の)と いう

用語があて られる。

 親 のキ ョウダイ ・イ トコ(第4イ トコまで)に 対 しては,男 であれ ば6妙 αρ,,女で

あれば ∂砂 ρとい う名称 ・呼称用語 が用 いられ る。EGOは,男 であろうと女であろ

うと,親 の男のキ ョウダイ ・イ トコか らb疳aaと 呼 ばれ,親 の女のキ ョウダイ ・イ ト

コか ら ∂妙Pと 呼ばれる。 同様に,キ ョウダイ ・イ トコの子はすべて,男 のEGOに

と って6妙 αPで あ り0女 のEGOに と って はb痒i aで あ る。そ して,男 のEGOは キ

ョゥダイ ・イ トコの子 どもすべてか ら う妙ゲ と呼 ばれ,女 のEGOは ∂顔2と 呼ば

れ る。つ まり,∂4ρ αPお よびb痒i aと い う語 は,1代 上の世代ない し1代 下 の世代の

傍系血族 とEGOと の 間で相互に交 わ され る名称 ・呼称用語で0そ の2つ の語の うち

いずれを用 いるかは,上 の世代 にあ る血族 の性別によって まず規定 される。

 世 代 ±1の 傍系血族 に対す る用語の法則は,世 代 ±2の 血族 に も適 用され る。すな

わち,世 代+2の 血族 は男で あればlak墲ﾅ,女 で あればP∫ 磁 であ る。 そ して,世

代 一2の 血族はOEGOが 男 な らすべてlak墲ﾅ, EGOが 女 ならすべてP`磁 である。
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いっぽ う,世 代 一一2の 血族 は,EGOが 男 ならすべてlak墲ﾅ, EGOが 女 ならaid冾ﾅ

あ る。

 世 代 ±3の 血族にな ると,P伽 ψ痂 のみ が名称 ・呼称用語 と して使われる。世 代 ±4

も同様で0ρ ⑳ガ のみが用い られる。だが,こ の語 が呼称用語 と して実際に用い られ

ることはまず ない。世代 ±5の 血 族(こ れ もす でに死 んでいるか,こ れか ら生 まれて

くるで あろ う血族)に は,♪ ψπ とい う語があて られ,世 代 ±5を こえる 血族(世 代

±6～ ±n)に も適用 され る。 ζの語は,日 常会話 では 「所有者」 という意味で用い ら

れ るが,「 精霊」な い し 「霊的統率者」 とい う意 味で使 われ る こともある。た とえば,

働 π4απ伽 は 「水 の精 霊」 を意 味す る。「祖先」を総称 す る語 としてkanunun俉nが

用 いられ,漠 然 として いるが祖先 とEGOと を 結ぶ系譜をlin疉i aと 呼 ぶ ことがある。

つ まり各個 人は漠然 と多数 のlin疉i aを もつ ことにな る。

 以 上列記 された血族すべ てを包含す る語 が前記 の 緬ω妙 で ある。 次に0姻 族を示

す用語をみてみよ う。

 血 族用語の6妙 αρ,6砂P,lak�, P♂磁 は,姻 族 を示す語 としても用 いられ る。そ の用

法 は血族 に用 いられ るばあい と同 じであ る。世 代+1の 傍系血族の配偶者は,男 であ

ればb疳aa,女 で あればb痒i?で,世 代 一1の 傍系血族の 配偶者はO EGOが 男 のば

あいは δ妙α♪,EGOが 女 のばあいは ∂妙Pで ある。世代 ±2の 血族の配 偶者 の名称 ・

呼称 用語(lcck�,?id�)に つ いて も同様な ことが いえる。

 配 偶者 に適用 され る名称 用語 はPα5伽 αPで,性 の区別はなされ ない。 配偶者の キ

ョウダイ ・イ トコおよびキ ョウダイ ・イ トコの配偶者には,bay痙�ﾆ い う名称 ・呼称

用語があて られる。 配 偶者 の親 に対す る名称 ・呼称 用語 は 窺α磁gα〃で,こ の語 は配

偶者の親のキ ョウダィ ・親 に もあて られ る。子供 ・孫 の配 偶者 は個人名で呼 ばれるの

がふつ うだが,名 称用語 と して 勉緬9α4が 用い られ る。EGOの キ ョウダイ ・イ トコ

の配 偶者の キ ョウダイ ・イ トコを示す語 としてbal痒iが 使 われる。 そ して,配 偶者

のキ ョウダイ ・イ トコ φ妙伽 〉の配偶者はbil疽で あ る。その他の姻族 に対 して も,

bal痒i, bil疽が 非 常に幅広 く用い られているが,そ の説 明はこ こでは省略す る。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の親族用語 はそれ 自体を検討 してみて も数 多 くの問題を含

んでい るが[CONKLIN 1964]0本 稿 の テーマ と関係あ る特徴をい くつか指摘 してみ

よう。

 この種族の親族用語 の第1の 特徴 は,血 族用語,姻 族用語 ともに父方親族 と母方 親

族 の区別を まった く していない,と い う点であ る。第2は,ハ ワイ型(世 代型)の 特

徴で もあ り,各 世代(た だ し世代+5～-5)間 の区別がな されてい る,と い う点で

あ る。 これ らの特徴 は,い うまで もな く,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャ ン族の親族が双系的に

組織 されている ことを示 している。第3は エ スキモー型 の特徴で,世 代+1～-1に

限 られて いるが,直 系 と傍系が明確 に区別 され ている。+2以 上 および 一2以 下の世
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世 代   (傍 系)        (直 系)        (傍 系)
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     図3 ハ ヌ ヌ ー ・マ ンギ ャ ン族 の血 族 用 語

斜線 の左側の用語は対象が男のばあいで,右 側 の用語 は対象が女のばあい。

カ ッコ内の用語は,EGOが 女のば あい。

代では直系血族に対す る用語 が傍系血族に も用い られているが,世 代 ±1で は両者の

区別が明瞭にな され,世 代Oに おいて もキ ョウダィの名称 ・呼称用語 がイ トコに拡張

され ることはな い。 これ は,図3で も示 されてい るよ うに,核 家族 の範囲 が用語の上

で浮 き彫 りに されてい ることを示す ものであ る。

 な お,祖 先 とEGOと を 結ぶ系譜はlinahiPと い う,と 前に述べたが,こ れは タガ

ログ語の 娩 歪♪(「家 系」 「出 自」な どを意 味す る)と 同系列 の 語で あると考え られ る

(つ ま り,linahiPはlahi Pにinfixのinが 挿 入 された もの と考え られ る)。 ところ

が,ス ペイ ン語のIinaje(家 系,血 統)に 由来す る可能 性がない とはいえないので,

軽 薄な推定 は許 されない。 いずれ にせ よ,ア ランガ ン族の 勿 α磁 πやバ タンガン族

のfufuamaお よ び ノψ 襯 やパ ラワン族のturoinopoに 並 んで[KIKucHI l 975:231],

ハ ヌ ヌー ・マンギ ャン社 会のよ うな双系社会 に も,祖 先 と自分 とを結 ぶタテの関係を

表 わす概念 があるということは,"axia1 family line論3'1こ ア プ ローチす る うえで見

落 と して はな らない事象であ る。

 と ころで,前 述 した ん伽 ω伽観 は,血 族用語 ない し姻族用語 をあて うる人 びとす

べてを包含す る語であ る。この カテ ゴ リーに組 み入れ られ る人 びとは,互 酬関係 を常

に保つ よ う期待 され ている。 しか し,ん 伽 ω動侃 に相 当す る人 びとの数は,個 人差 も

95



国立民族学博物館研究報告 2巻1号

図4 狭 義 のmagtat Pandkanの 範 囲

あ るが,膨 大 な ものになって しまう。 したが って,実 際に 日常生活で 肋彦σω伽侃 全

員 と互酬関係 を保持 するな どとい うことは不可能 に近 い。 そ こで んα如ω渤侃 の カテ

ゴ リーは,血 族/姻 族 とい う分類 とは異 った形 で も分節 され る ことになる。 親族の中

で も,頻 繁 な 互酬関係を保持 して いる人び とはmagtalPanakanと 総 称 され る。 この

語は,実 際にハヌヌー ・マ ンギ ャ ン族の調査にたず さわる者 に とって容易 に把握 し難

い語である。 とい うのは,2つ の意味で用い られ,説 明 を求 め られた イ ンフ ォーマ ン

ト自身が混乱 して しま うことが よ くあ るか らである。 狭義 には,「 第1イ トコまで」

といわれ,子 供,孫,キ ョウダイ とその子 供,両 親 とそのキ ョゥダィ,第1イ トコお

よび これ らの血族 の配 偶者を包含す る語 として用 い られ る(図4)。 この 範囲にあ る

血族は,い うまで もな く,性 関係がイ ンセ ス トとして厳禁 され る血族 で もある。狭義

のmagtatPanakanに 組 み入れ られ る親族 は, EGOに とって,い かな る事情があ って

も相互に扶助 し合 わねばな らない入 びとであ る。

 ミナ ンギ ャン語 には,タ ガログ語のutang na loob(「 恩 義」,厳 密 には 自分に物的,

精 神的恵みを与えて くれ た人 に対 して心 の奥底 で感 じる,そ して感 じなければな らな

い"借 り"の 気持 ち)に 相当する語 はないが,こ の語 が示す タガ ログ族 の気質 に共通

する ところは,多 少 の差 はあるが,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族の社会 的行動か ら抽 き出

す ことがで きる。そ して,受 けた恩 に報 いる行 為を しなければ,そ れはmagkai P∂な

こと(恥 ずか しい こと)で ある。狭義のmagtalPanakanは,最 も濃密 な相互恩義関係

で結 ばれたrestricted kindredで あ るといえる。 そ して この 親族 カテゴ リーの中核

をなすのが,後 に述 べる家族,世 帯なのである。

 い っぽ う,広 義 のmαgtalPanakanは,焼 畑耕作活動(と くに火入,播 種,収 穫な
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ど)や 規模 の 大 きい儀礼 などの機会 に 「一時的親族集団(occasional kin group)」

[MuRDocK I 960:5]と して機能す る選択 された親族関係者(selected kinsmen;姻

族 も含 む)な い しextended kindredで あ る,と みなす ことができる'Dこ の選択 の

基準 と して もちろん親族関係の遠近 もあげ られるが,そ れは必ず しも決定的ではない。

居住地の遠近,焼 畑 の位 置,性 別,年 令,近 親者(狭 義のmagtalPanakan)の 付 き合

い範 囲,性 格(自 分 と互酬関係を保持 しうる人物で あるか否か)な どをあげ ることが

できよ う。ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会では,妻 方 居住 が一一般 的であるため,よ り濃厚

な互酬関係が成立す るのは母方親族 とであ る,と い う傾向がみ られる。LyNCHは フ

ィリピンの低地民社 会のrelativesに つ いて,「relatives(親 類)は 重要であ るが,そ

の重要性 はrelative(相 対 的)で ある」 と指摘 した が[LYNcH 1959:49-55],こ れ は

ハ ヌヌー・マ ンギャ ン社会につ いて もいえる。た とえば,あ る第4イ トコのほ うがある

第2イ トコよ りも重要 な位 置にある(社 会 的に近距離 にある)と いうよ うな ことが多分

にあ りうるわけであ る。同 じ第2イ トコで も,あ る者 はmagtalPanakanの1人 とみ な

され,あ るものはその範 囲か らはず され る,と いう事態が頻繁に生 じるのである。な

お,婚 姻関係で結ばれた他 種族 のマ ンギャンも,以 上述べたの と同 じよ うに扱 われ る。

図5人 間 の 分 類 と社 会 的 距 離
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 こ う してみ ると,た 磁 ω伽伽(親 族)は,狭 義のmagtal?an疚an(restricted kindred)

と広 義のmagtal?an疚an(extended kindred>と そ のいず れと もみ なされな い親族 と

いう3つ の カテ ゴ リーに分節 されてそれぞれ社会的遠近軸に置かれている,と いうこ

とがはっきりす る。

 以 上の資料 を,あ る1人 のハ ヌヌー ・マ ンギ ャン(EGO)か らみた 人間の分類 と社

会 的距離 という側面 か ら整理 してみ ると,図5の よ うに,6つ の同心円的 カテゴ リ

ー ・シ リーズ(1～VDの セ ッ トとして示す ことができ よ う
。

II.社 会 集 団

1.家 族 と 世 帯

 親 族 集団 の 最少単位 を示す語 と して,η α8ρα∫αω伽ραη(な い し 脚gPα γα∫αω伽P侃)

が 用い られ る。これは,Pα5伽 α(配 偶者)を 語幹 とす る語で0厳 密にいえば 「配偶者

のセ ッ ト」 とい う意味 になる。ハ ヌヌー・マ ンギ ャン族 によ斡ば,翫 αgPα∫αω伽P侃(お

よび同義語 の 脚g2σ 鰯 α磁 がαη)は,夫 婦 とその子供 か ら成 り,養 子 もこの親族 集団

に含まれ る。養子は?an疚P磁gゴ(♪ 磁gゲ,「 面倒をみ ること」の意)と 呼ばれ る。

ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会で は0乳 児が親族 だけで な く他人 の夫婦に付与 された事例

がかな りみ られる。この ばあい,養 子は実子 とまった く同 じようにみな され0義 キ ョ

ウダイ(step-silbing)ど う しの性関係 はイ ンセス トとみな され る。なぜな らば養子 と

なった乳児 も同0の 母親 の乳 を 飲んで 育 った ため 血(4〃86ρ)が 同 じであ るか ら,と

いう説明がな される。 養親 と養子は実 の 親子 と同一視 されているので ある。 上記の

那αg2卿 ω伽Pαηの範囲は,居 住 を共 にす るか否 かにはまった く関係な く,そ の成員が

結婚その他の理由で居住地 を遠 くに変更 した と して もメンバー シップは失 なわれない。

す なわ ち 短α8P∬αω伽P侃(な い しη砥9ραγα∫αω伽勉η)は,「 核家族(nuclear family)」

(あ るいは 小家族small familyや 基 本家族elementary family)に 相 当する 語であ

る。

 核 家族 内では0前 述 したよ うに(Cf .1「3),年 長 者尊重原理 が働 いて お り,そ れは

両親や兄 ・姉だけでな く,祖 父母(lak�, P漉)や 年上の オジ ・オバ(∂ 妙ゴ,6顔P)に

も拡張 され る。 キ ョウダイ間の結束 が固 く,両 親 と兄 ・姉が焼畑に仕事 に行 って いる

間04～5才 の子 ど もが幼 い弟や妹 の 面倒をみて いる光景 に頻繁にであ う。 キ ョゥダ

ィ間の結束 は,イ トコど うしの関係の基礎 ともなっている。

 相続(pat痒ak,「 去 ってい く人 が残す贈 り もの」の意)は0親 の死後,原 則 と して

子供 たちに均等 になされ る。相続 の対象 と して考え られている ものは,ビ ーズ,衣 類

農 作業 その他 に用 いられ る山刀(aut疚),小 刀(め ノδω),家 畜,栽 培植物,農 作物,
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現金,鍛 冶用具の セ ッ トな どであ る。ハ ヌヌー ・マンギ ャン族の伝統 的な考 えでは,

土 地は個人ない し特定社 会集 団の所有の対象 とは ならない。ただ し,バ リオ ・パ ナイ

タヤ ンとその近辺の い くつかの集落の住民 は,フ ィリピン政 府の少数 民問題対策 の一

環 と して法的 に譲渡 された一定区画 の土地 に対 して毎年税金を納 め る。 このばあいに

のみ,土 地 も相続 の対象 とされている。 相続は子供に均等 にな され るが,病 気の伝

統的治療法や儀礼の執行に関す る知識 ・技術 は 別 の方 式で受 け継がれてい く。 継承

(P読 ∫P読∫,「置き換 えること」 の意)の 対象 とな るのは,具 体 的 に い え ば,薬 草 医

(勿 祝%吻 伽),マ ッサー ジ医(panhid偀an),呪 医(ρ 卿 αγゲαπ),祈 とう師(pandan坥�n),

骨 掘 り儀 礼執行者(panugkutk偀an>,収 穫 儀礼執行者(manugb彅kos),播 種 儀礼執行

者(panudl疚an)な どの知識 ・技術 と地位 ・役割で,そ の い くつかは儀礼石を もとも

な う。 この うち,原 則 として家族 内で代 々継承 されてい くのは,最 後 にあげた播種儀

礼執行者 であ る。 これは本稿 の中心 的課題 に関連す るので,後 に詳 しく説 明す ること

に しよ う。

 ミナンギ ャン語 に は 「世帯(household)」 に 相 当 す る語 はないが,1つ の 家 屋

(δα吻)に 居住す る入 びとが最少 の共住集団(co-residential group)を 形 成 している。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の家屋 は,木 材の他に竹,ブ リ(buri,シ ュ ロの一 種 の 植

物の葉)0コ ゴン(k彅on>,籐 な どを材料 と した1部 屋 ない し2部 屋造 りの 高床式家

屋で,多 くのばあ い,部 屋の外 に竹製 のベ ランダ(舜 痂 ω)を もつ。未婚 の青少年 の

家屋を除 くと,1戸 の家屋 内に炉(4妙68)が1つ 作 られ ている。1戸 の家 屋内に2

つ 以上の炉を 置 くことは悪霊の 目にた とえ られ,固 く禁 じられてい る。1家 屋内に住

む人 びとは核家族の成員 であ ること,そ して新婚夫婦は独 立家屋に住 む ことが理想 と

され ている。原則 と して1つ の核家族成員 が世帯形成の基礎 とな ってい るが0親 子 関

係 で結 ばれ る2つ の核家族か ら成 る拡大家族 が一時 的に1つ の世帯を形成す ることも

ある。と くに両親 の うちの1人 が高齢 のため焼畑農業 に従事で きな いばあい,2人 は

子供夫婦(お よび孫)と 同一家屋 に住む。 このばあい,両 親 は既婚の末娘 と居住を共

にす る,と い う傾 向が強 い。 キ ョウダィ関係 によって結ばれ る2つ の核家族か ら成 る

世帯 は不 快を招 くものと考 え られ0そ の実例 は マ ンサライ地域 にはみ られない。 ハ

ヌヌー ・マ ンギ ャン社会では,実 例は ごくまれであるが,複 婚(こ とに一夫多妻)が

制度的に認め られてい る。 このばあい,複 婚家族か ら成 る世帯 が 形成 され ることに

なる。

 マ ンサ ライ地域の大 半 の 集落 に,ふ つ うの家屋 とは外見 が異 った,簡 素で小 さな

一部屋造 りの家屋がみ られる。 こ れ は ゐα勿 肋ガ砒侃(未 婚 男子の 家屋)あ るいは

bal痒 dar疊a(未 婚 女子の家屋)と 呼ばれ る。 若者が思春 期に達 す ると,こ の種の家

屋が両親(お よび未婚のキ ョウダイ)の 家屋の近辺に建 て られ ることが よ くあ る。男

子 は声変 わり してか ら結婚す るまでkana疚anと い われ,初 潮を経 験 した未婚 の女性
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はdar疊aと いわれ る。現 在は ごくまれ にな って きてい るが,か つては声変わ りない し

初潮を経験す ると,下 の前歯 の先端 を石で平 らに削 って成入 に達 した ことを示す慣 習

があった。未婚の若者の家 屋には,1人 で,あ るいは同性 の者(キ ョウダイ,イ トコ,友

人 など)と 一緒 に,寝 泊ま りす る。未婚女子の家屋は0夜 になると未婚の男たち にとっ

て求愛 σ顔 ∫)の場所 となる。なお,未 婚の若者 が ゐα吻 肱が6肋 ηない し ゐ融妙 伽 ∂8α

の 内部 に炉を置 くことは,理 由は示 され ないが,恥 ずべ きことだ とされてい る。そ こ

で若者 は,家 屋の外 に一時的な炉を作 り0そ こで料理す ることもあ る。 しか し,ふ つ

うは両親の家屋で,両 親やキ ョウダイ と0緒 に食事をす る。また,か な らず しも毎晩

若者 の家屋で寝泊 まりす るわけではな く,両 親の家屋で寝 ること もよ くあ る。すな わ

ち,自 分の家屋を もつ未婚の若者 はいぜん として両親 の世帯の一員で あ り、 その家屋

は地理 的には両 親の家屋か ら独 立 してい るが,社 会 的には後者の一部の よ うな もので

あ る。

 ハ ヌヌー ・マ ンギャ ン社会では,男 女が結 婚す る際に小規模 な宴会 が催 され る こと

もあ る。だが,そ れはむ しろまれで,結 婚 を成立 させ るのに宴会 や儀式 は必要 とされ

ない。 未婚男子 が未婚女子のbal痒 dar疊aに 住 みつ くかあ るいは2人 が新 しい家屋

に住 み,そ の 内部に炉を もつ ようにな っては じめて,彼 ら2人 は``aas痙� a y�(も う

夫婦 にな った)"と まわりの人 びとか らいわれ る。 こうして新婚夫婦 はそれ まで属 し

ていた世帯 のメ ンバ ーシ ップを失 い,新 しく独立 した世帯を形成 するよ うにな った,

とみな され るのであ る。一般 に土地 その ものが特定の個 人ない し社会集団 によ って所

有 され ることはないが,家 屋や衣類 道具,家 畜 などは個人ない し世帯 が所有す る。

また,家 屋 の敷地(sugk疆an,草 木 が生えずに表面 が 固 くな っている部分)も そ こに

住む世帯に属す ると考え られている。 しか し,そ れ以外の土地 は,伝 統的な考 え方 に

よれば,P妙 π4α8∂P(土 地 の霊)の もので ある。森林 の一部が伐採 され,焼 畑耕地が

作 られ,そ こに作物 が栽培 されて いる期間に限 り,そ の耕作地を耕 作者 とその世帯 が

使用す ることができ る。あ くまで も使用権 にす ぎず,所 有権はない。農 作物や果樹 の

みが,そ れを植 えた個人ない しその世帯 によって所有 され る,と い うのが伝統 的な考

え方であ る。バ リオ ・パ ナイ タヤ ンおよび近辺 の集 落の限 られた住 民が税金 を納 めて

土地を所有 してい ると前 に述 べたが,そ れ は例外 にす ぎない。世帯 の成員 の主 な 日常

的関心事は焼畑耕 作にあ り,彼 らは 自分た ちの耕 作す る農 地に頻繁に行 って共同 作業

を進 める。

 要 す るに,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会の 窺α92α5α磁 が翻(核 家族)は 親族の結 びつ

きを基盤 と して組織 された社会集団の最少単位であ るの に対 し,世 帯 は核家族 を基礎

とした共住生活集団(co-rcsidential and domestic group)で あ るといえ る[BENDER

l967]。
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2.世 帯の集合体 集落

 世 帯 は,地 縁や親族関係を基礎に して,他 の世帯 と互酬 関係を保持す る。マ ンサ ラ

イ地域で は,焼 畑耕作地が家屋か らかな り離 れているばあい,耕 作地の近辺 に簡素な

小屋が建 て られ,そ こに世帯の一 部ない し全員 が一 時的に住 むことがあ る。 しか しこ

のばあいを除 けば,1戸 の家屋のみが他の家屋か らかな り離 れて建 って いるケ0ス は

ごくまれ である。0般 に,複 数の家屋が0カ 所にかた まり,そ こに住 む者 どう しで相

互扶助関係 を維持 してい る。つ まり,複 数の世帯が地理的にだけでな く社会 的に も集

合体をな しているの である。 世帯 の集合体 は,集 落(settlement)と ローカル ・コ ミ

ゴニ テ ィ《local community)と い う2つ の レベルの社会集団 と して とらえる ことが

できる。

 集 落はkabal痒an(家 屋 の集 まり くbal痒,家 屋)と 呼 ばれる一種のhamletで あ る。

集 落は1つ な い し複数(ふ つ うは2～3)の,家 屋のかた まりによ って構成 され る。

おのおのの家屋のかた まり(そ れ もkabal痒anと 呼 ばれ ることがあ る)は02戸 ～ 数

戸の接近 した家屋か ら成 る。それぞれの集 落には個有 の名称 がないのが一般 的で,そ

こに住 む最年長者の個人名を用いて特 定の集 落が示 される。た とえば,彫 η4α痂2伽2

(ウ トのいるところ)と かk疣da ni勉 励 〃禰(ウ ムフムのいるところ)と い うことによ

り,具 体 的な集落 が示 され る。 !つ の集落 内の世帯 は,互 いに親族関係で密接 に結

ばれてい るのがふつ うである。 通常,ど の住民に とって も,集 落内の住民は狭義の

mα4〃8η 砒απ(restricted kindred)で あ るか,そ うで なければ広義のmagtalaan疚an

(extended kindred)で あ る。 同一集落 内の世帯は互 いにkam疝ay(近 隣 の人び と)

とみ なされ,相 互訪 問や食料,労 働,贈 り ものの交換,貸 借,そ の他 の互酬 的活動 が

頻繁 にな され る。集 落への転入,集 落か らの転 出に関す る規制は特 にな く,出 入 りは

ハ ヌヌー ・マ ンギ ャンに限 って 自由なので,集 落の人 口は比 較的頻繁 に変 わ りうる。

しか し集落 は,同 一の飲料水補給地(湧 き水 や川の一部)を 共有 す る社会集団で もあ

り,焼 畑耕作において活動集団(action group)[BLEHR 1963]と して も機能す る,

枠 があ る程度 は っきり して いる集団であ る。

 0般 に0集 落は森林 に囲まれている。集落の住 民は,区 域 が明確に定め られてい る

よ うな ことはないが漠然 とまわ りの森 を焼畑化 して も構 わない(た だ し,タ ブー領 域

は除 く)と い う意識を もってい る。耕 作地を どこにす るかを決定す る際 は(毎 年12月

下 旬～1月 上旬頃),互 いに重複す る ことのないよ う,年 長者 をま じえて事前に話 し

合 いをす る。他 の集落(特 に自分たちの ロー カル ・コ ミュニテ ィ外の集落)の 住民 が

自分た ちの集落 の近辺 の森の一部を焼畑耕作地に したい と望むばあい,こ の話 し合 い

はい っそ う重要 な もの となる。播種や収穫の際は,集 落内の住民が協力 し合 い,そ し

て集落 内の全世帯の米 の収穫 が完了す ると(11月 下 旬 ごろ),全 員 が1軒 の 家屋(年
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長者が住む家屋であるのがふつう)に 新米を持 ち寄ってPamagPdihanと 呼 ばれ る儀

礼 ・会食を催 して米の精霊(katag Pardy)と 死者の霊に感謝ゐ気持ちを表わす。死者

をあぐる諸儀礼 の中には,集 落が1つ の単位 となって実施されるものがいくつかあ

る。

3.集 落 の 集 合 体:ロ ー カ ル ・コ ミ ュニ テ ィ

 2～3か ら数個程度の隣接集落は,さ らに大 きな社会 的集合体 をなす 。その集合体

は,Pπ ∫∂紘 μPoん(「1つ の場所」 の意)と 呼ばれ る。 この集合体 の性格を表 わす適

切 な術語がみつか らないので,こ こでは とりあえず,CONKLIN[1957]に な らって

10Cal COmmunityと 呼 ぶ ことにす る。 筆者の調査活動範囲 は 前述 したよ うにご く限

られていたので,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン地域に ロー カル ・コミュニテ ィがい くつある

かは不明である。

 ロー カル ・コ ミュニテ ィの住民 も互 いに 肋磁 勿(近 隣者)と い う意識を もって い

る。実際 比較 的頻繁 に訪問 し合 った り,食 事を共 に した り,雑 談 し合 った り して時

間を費す ことが多い。同一一ローカル ・コ ミュニテ ィ内では,同 一集落 内ほ ど緊密で は

ないが,住 民の大半が親族 関係 でつなが って いる。個人 にとって,自 分の属す るロー

カル ・コミュニテ ィの住民の大 半がmagtalPanakan(狭 義 ・広義)で あ るのがふつ う

で,困 難な状態 に陥 ったよ うな ときには相互 に協力 しあうよう期待 されている。集落

単位 でお こなわれ る農耕儀礼や葬送儀 礼に,同 一 ローカル ・コ ミュニテ ィ内の他 の集

図6 ハ ウィリにおける住民の系譜関係と集落

(=)同 一 家屋に住む人 びと

{)腺 屋のかたまり(1～Vl)

(:)  集 落

▲●(■) ハ ウ ィリで生 まれ育 った人 びと
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落 の住民 が加 わること もよ くある。雨期の間に 日照 りが続 いた ばあ いにお こなわれ る

雨 乞い儀 礼(Panagdahan)に な ると,ロ ー カル ・コ ミュニテ ィの住民全員 が まとまっ

て参加す る。

 これ までの説明だけでは,集 落や ローカル ・コ ミュニテ ィの構成を具体的 に把握 し

難 い と思 うので,実 例をあ げてみよ う。

 マ ンサ ライ地域 の 山岳部 を流れ るハ ウ ィリ川周辺は``加 認 乞ρ"と 呼ばれ,そ の川

にそ って3つ の ロー カル ・コ ミュニテ ィがみ られる。 ここでは,筆 者 がイ ンテ ンシヴ

な住 み込 み調査 を こころみた上流近辺の ロー カル ・コ ミュニテ ィのみを とりあげる。

これ ら3つ の ローカル ・コミュニテ ィはいずれ も漠然 とhaωilipと 呼 ばれ ることがあ

るが,こ こでい う 「ハ ウ ィリ」 は,便 宜上,上 流近辺の ロー カル ・コ ミュニテ ィのみ

をさす ことにす る。

 1974年6月 ～7月(調 査時期)の ハ ウ ィリの人 口は,計67名 で あ った 。図6,7で

示 されているよ うに,3つ の集落(A,B, Cと す る)が あ り,世 帯数は17(① ～ ⑰)

で あ る。17世 帯 のうち,15世 帯(約88%)が 核 家族の成員によ って構成 されて いる。

他の2世 帯 の うち1つ(世 帯①)は,主 婦 の第1イ トコを含む。 もう1つ の世帯(⑧)

は,世 帯主の孫を含 む。農 作業や儀礼にお いて世帯 内の 中心的役割を果 たす世帯主 に

は父親(夫)が な り,彼 が死亡 して いるば あいは,再 婚 するまで彼の妻が世帯主 とな

る。今 日ハ ウ ィリには,拡 大家族,複 婚家族か ら成 る世帯 や非親族を含む世帯 は1つ

もみ られない。

他 のローカル ・コミュニテ ィ出身者

再 婚
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図7 ハ ウ ィ リ の 集 落

 集 落A,B, Cの3つ が1つ のPusδ ka PdiPok(ロ ー カル ・コ ミュニテ ィ)を 構成

ている,と い う意識 が住 民の うちに明確 に うか がえる。 集落Aは4つ の家 屋のかフ

ま り(1,III,皿, IV)か ら構成 される。 集落Bは1つ の家 屋 のかたま り(V)フ

ら成 り,集 落Cも 同様に1つ のかたま り(VI)か ら成 る。

 集落AとBは,峰 が東西に走 る山の北側 の 中腹部に位置する。 集落A(海 抜1

200m)は 集 落Bよ りやや高い場所 にあ るので,住 民は前者 をbabaω(高 いほ う),

後 者をlawald(低 い ほ う)と 呼ぶ。 この2集 落 の間の森には,コ コナツやバ ナナの;

パ イナ ップル その他の果樹が植 えてある。そ して その大半が集落A寄 りにみ られ る

集落Aの みが竹 の垣根(Palad)で 囲 まれて いるが,そ れは集落A内 で飼育 されて1

る豚が外に出てパ イナ ップルを食 べ荒 らさないようにす るための もので,集 落 の境

示す ものではない。 集落A,Bの 北 方 にハ ウ ィリ川を挾 んで見 える集落Cは,峰

東西に走 る山の南側 の中腹部(海 抜約200m)に 位 置す る。 集落A, Bの 住 民 は1

落Cをbalitaoran(わ き)と 呼 び,こ の語 は 集落Cの 住 民が集落A, Bを 呼 ぶと

に も用 いる。

 ハ ウ ィリの住民の系譜をみ ると(図6),全 世 帯,全 住民が血族 ない し姻族関係一

結 ばれて いることがわかる。集落Aの 住民に とって最 も近い集落 はBで ある。地≡

的にだけで なく(集 落Aか ら集落Bま で徒歩 で わずか 数分),系 譜的に も最 も近1

集落で ある。この2集 落 の住民は相互訪問を頻繁 に繰 り返 し,互 酬関係 を維持 して
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る。 集落Cと 集落A,Bと は,地 理 的に も系譜的 に も集落A-B間 よ りも離 れてお

り,両 者 間の相互訪問はA-B間 の それ に比べ ると頻度はやや低 くな らざるをえない。

集落Aは ハ ウ ィリ3集 落 の中で最 も規模が大きい。集落Aの 人 口はハ ウ ィリ全体の

約61.2%で,世 帯数 は約64.7%を 占める。 おのず と,集 落Aは ハ ウィリの住民た ち

が交流をはか るうえで 最 も便利 な場所 となる。また,住 民間にい ざこざが生 じた際 に

相談相手 にな って くれる老人の数が最 も多いのが 集落Aで あ る。 後 に詳述す るが,

この集落 に住 む老人の1人 は,キ リス ト教民 との トラブルを回避する うえでの中心的

人物で もあ る。 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の 慣習で は,人 が死 ぬ と一定の儀礼を経て

か ら遺体を森の中にあ る墓地(tub6qan>に 埋 葬す ることにな っている[宮 本1976:

231-233]。 ハ ウィ リには墓地 が2つ あ り(そ のうちの1つ は1年 後に骨掘 り儀礼が

なされ る遺体用の墓),住 民が死 ぬと原則 ど してそのいずれかに埋葬 され る。 そ して

これ らの墓地は2つ とも集落Aの 近辺の森に位置 しているのである。 また ハ ウ ィリ

には,播 種儀礼 をと りおこなう人 物が1人 お り,そ の儀礼執行者は代 々集落Aに 住'

む 。つ まり集落Aは,規 模の点だけでな く,社 会 的 ・政治的 ・祭祀的重要度 か らみ

て も,ハ ウ ィリ内の中心 的な集落であ るといえる。本稿 ではこの ような集落 を 「枢軸

的集落(pivotal settlement)」 と呼ぶ ことにする。

 以上述べ たハ ウ ィリの集落,ロ ー カ

ル ・コミュニテ ィについて まとめてみ

ると図8の よ うに表 わす ことがで きる

なお,は るか昔 は,ハ ウ ィリには集落

Aし かな く,集 落B,Cは 後 にな って

(時 期は不明)で きた ものであ る と い

い伝え られている。ハ ヌヌー ・マ ンギ

ャン族のかつての集落形態を推論す る

うえで興 味深 い伝承 である。

   ロー カル ・コ ミュニ テ ィ

図8 集 落 とn-一 カ ル ・コ ミ=ニ テ ィ

   (そ の1 ・)

 図8の ダ イアグラムは,ど の ロー カル ・グル ープに も当てはまるわけではない。 と

い うのは,低 地民 との トラブルを回避 しうる人物が どの ロー カル ・コ ミュニテ ィに も

み られるわけではない し,ま た播種儀 礼執行者 はご く限 られた数の ローカル ・コ ミュ

ニテ ィに しかいないか らであ る。播種儀礼執行者は,ハ ウ ィリのほか,い くつかの ロ

ー カル ・コ ミュニテ ィに しかみ られない
。つま り,ハ ウ ィリはハ ヌヌー ・マ ンギ ャ ン

族の典型 的なローカル ・コ ミュニテ ィとい うわけで はない。む しろ双系視族 と リーダ

ー シップの問題 を追求す るにあた って有効 と思 われ るサ ンプル地域 として筆者 がイ ン

テンシヴな調 査 の 対象 にとりあげた ローカル ・コ ミュニテ ィの1つ なのである。 だ

が,筆 者が調 査 した範囲 内で しかいえない ことであ るが,低 地民 との トラブルの回避

役 もいなければ播種儀礼執行者 もいない ロー カル ・コミュニテ ィも,そ れぞれハ ウィ
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リのばあいと同 じようにいくつかの集落か ら構成され,そ の住民の大半が親族関係で

結ばれている。 そのうちの1集 落のみが比較的規模 が大きく,社 会生活 ・祭祀生活

   ローカ ル ・コ ミュニ ティ

図9 集 落 と ロ ー カル ・コ ミュニ テ ィ

   (そ の2)

において 中心 的位 置 を 占め る。 この

よ うな集落は 「準枢軸的集落(quasi-

pivotal settlement)」 と呼ぶ ことがで

きよ う。準枢軸 的集落を中心に して構

成 される ローカル ・コ ミュニ テ ィは,

図9の よ うに表 わす ことがで きる。

 このよ うに,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン

社 会の ローカル ・コ ミュニテ ィは,調

査者側 か らみれば,2つ の型に分けることがで きそ うである。以上 のことを念頭 に置

きなが ら,再 びハ ウ ィリの事例 に 戻 って そ こでの リーダー シップ に 焦点を当ててみ

よ う。

IV. 社会的 ・政治的 リーダー と播種儀礼執行者

1.隠 れ た社会 的 ・政治 的 リーダ ー

 ハ ウ ィリには,住 民が社会的 ・政治的側面で 自分たちの リーダ ーであ ると顕在的に

意識 して いる人 物はいない。つ まり,明 確に指摘 しうる制 度化 した社会 的 ・政治的 リ

ーダー(formal socio-political leader)は 存在 しない。ハ ウィリの住民は ,他 の ロー

カル ・コ ミュニテ ィの住民同様,自 分たちハヌヌー ・マーギャ ンには特別の リーダー

はお らず,全 員が同等であ ると考 えてい る。事実,ミ ナ ンギ ャン語 には リーダ ーを意

味す る語はない。「リーダー」 「親分」「ボ ス」を意 味す る ク伽02(な い しpindineP)と

い う語が用い られ る ことがあるが,こ れはタガログ語か らの借用語で,キ リス ト教低

地民や隣接種族の ブヒッ ド族 の リーダーを さすばあいにのみ限 られる。

 ハ ウ ィリでは,当 事者 どうしで は解決のつかない もめご とが住民の間 に生 じると,

まず 当事者の家族 の成員 が集 ま って問題解決のたあの討議 をす る。それで も解決の糸

ロがみつか らないばあい,関 係者 はハウ ィリに住む老人(男)を 訪 ねて意見を求 める。

ときには 加γ伽ψ勿伽(く 磁ηψ卿,言 語,ス ピーチ)と 呼 ばれ る会談 が 老人 たちの主

催で おこなわれ,多 くの住 民たち もそれ に参加す る。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 には個 々人 の年令を数えて記憶す るとい う慣習 がないため

確かな年令は不明であ るが,現 在ハ ウィ リには老人 が5名 住んで いる。 集落Aに3

名(図6の 世帯① ②⑧),集 落Bに1名(世 帯⑱),集 落Cに1名(世 帯⑯)で ある。

このうち,ハ ウ ィリで生 まれ育 った老人は1名 だけであ る。集落A(枢 軸的集落)の
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世帯①の老人で,彼 は結婚 後わず かの期間だけハ ウィ リを離 れて妻の ローカル ・コ ミ

ュニテ ィで一時的に過 ご した ことはあるが,そ の期間を除けば彼の居住地 はず っとこ

の集落 内で あった。他の4名 の老人 たちは,い ずれ も別の ロー カル ・コ ミュニテ ィか

ら結婚後ハ ウィリに移 ってきた人びとである。これ ら5名 の老人は,日 常生活で特 別

の待遇 を受 けるよ うな ことは まった くないが,ハ ウ ィ リの他の住民た ちか ら敬意 を払

われている。 この老人た ちはハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の慣習法 に明か るく,住 民の間

にい ざこざが生 じたば あい,相 談役 ・調停役 として問題解決 にあた る。この種の相談

役 ・調停役はマ ンサ ライ地域の それぞれの ローカル ・コ ミュニテ ィに共通 してみ られ,

年 を とった男たちがその役を演 じるのが一般 的である。異 ったローカル ・コ ミュニテ

ィに住 む者 どう しの もめご とがなかなか解決 され ないばあい,両 ローカル ・コ ミュニ

テ ィの 老人 たちが調停役の中心人物 とな る。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 どう しの トラブルで あれば,相 談役 ・調停 役の老人た ちに

よ ってほとんど解決 され る。 ところが,ダ ムオ ン(外 部者 ・キ リス ト教民)と の間に

生 じうる諸問題 になると事情は異な る。たとえば,キ リス ト教徒が休耕地 に家 を建 て

て しまったな どとい う不平を住民が訴えたばあい,前 記のハ ウ ィリの老人 たちの大 半

は きわ めて消極的で,問 題解決にあた って無力 にな って しま う。

 ハ ウ ィリの北西 の峰を越 えた広大 な土地は,か な り昔 から低地民によ って牧 場 と し

て使用 されてい る。また,ハ ウィ リの南側の近隣 ローカル ・コ ミュニテ ィの住民た ち

は,低 地のボ スの甘言にのせ られて低賃金を受 けなが ら彼の農菜園 で半 ば強制 的に働

かされている。 このよ うにハ ウ ィリの住民 は,他 の多 くのハ ヌヌー ・マ ンギ ャ ン同様,

キ リス ト教民の圧 力を身近に感 じざるを えな い状況に直面 し続 けて いる。

 こ うした状況の もとで低地民 との トラブル の回避役を 目立たぬよ うに演 じて きて い

るのが0実 はハ ウィリの5名 の相談役 ・調停役の うち枢軸 的集落で生 まれ育 った老人

(世帯①)な ので ある。 この老人 は決 して 制度化 した社会 的 ・政治的 リーダーではな

い。住民た ちは彼 を 自分たちの ρ伽o♪(リ ーダー)で あるとは決 していわない。 しか

し観察を深 めてみる と,こ の老人 が社会的に相談役 ・調停役を演 じる人物の1人 であ

るばかりで な く,低 地 民 に 対す るハ ウィ リ住民 の 政治的振舞iいに関 して 甥 一ダー

的"な 役割 を演 じてい ることに気付 く。

 筆 者 がバ リオ ・パナイ タヤ ンに住 む若者 にア シスタン トにな って もらってハ ウ ィ リ

を訪 れた際に,筆 者 にバ ナナ,パ イナ ップル0ゆ でたサ ッマ イモを提供 し,非 常に多

くの質問を浴びせ かけた住民が1人 いた。それがこの老人であ る。彼は,筆 者 が フ ィ

ール ド ・ノー トに メモを とるた びに不安気 な表情を示 し,し きりに何を書 いてい るの

か と尋 ねたのであ る。1時 間近 く雑談を交わ したのちに,ま わ りに集 まった住民たち

にカ メラを向けた ところ,こ の老人 は彼 らにま じる ことを拒絶 した。写真を撮 るのは,

再 度ハ ウィリを訪 れる際に コピーを おみやげに したいか らである,と 筆者が説明 して

107



国立民族学博物館研究報告  2巻1号

は じめて老人 は他の住民に加わ ることを納得 したのである。 しか し彼は,で きあが っ

た写真 は低地の警察官や行政区の役人や税務署 の役人 な どには絶対に見せ ないで欲 し

い,と い う要求を 出 した。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社 会には リーダーはいないとい う見方[CONKLIN 1957:11]

に筆 者が疑問を抱 きは じめたのは この時か らである。後になってわか った ことである

が,こ の老人は,筆 者がキ リス ト教 の宣教師か学校の教師,ま たは行政 区や税務署 の

役人なのではないか,と い う心配 を抱いていたのである。低地民 に対 してハ ヌヌー ・

マ ンギ ャン族 が一般 に抱 く疑惑 の念 がす べて彼 の心 中に浮かんでいたよ うであ る
。そ

して筆者が 日本人であ ることを知 り,筆 者が 「日本軍」 に関係のあ る人物 なのではな

いか とい う疑い さえ もった,と い うことが後 になって わか った。参考 まで に付 け加 え

て おくが・第二次世界大戦中,マ ンサ ライの街で低地 フ ィリピン人 ゲ リラとの戦 闘に

敗れた 日本兵は,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族の住 む森林地帯に逃亡 した。数人 のハ ヌヌ

ー ・マ ンギ ャンの老人 の話 によると
,彼 ら住民 は日本兵が近づ いて くるの を目撃 した

とき恐 ろ しさのあま り森 の中に逃げこん だ,と いう。住民は決 して 日本兵 に逆 わなか

ったが・ 日本兵 に銃殺 されたハ ヌヌー ・マ ンギ ャンが何人 かお り,そ れ は今 日で も住

民た ちの記憶に残 ってい る。

 ハ ウ ィリの住 民は,あ まり頻繁ではないが,バ リオ ・パナイタマン を 訪れ ること

があ る。 このバ リオは,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン地 域では異例の集落であ る。 海抜約

300mの 比 較的平 らな土地に位置 し0マ ンサ ライ の 街か ら歩いて1時 間半程度の と

ころにある。 かつては 「イ ッダ(a冝a?)」 と呼 ばれ,第2次 大戦当時 は家屋は数戸 ぐ

らい しかなか った,と い われて いる。10年 程前にマ ンサ ライの1バ リオ と して登録 さ

れ,行 政 的にはキ リス ト教民のバ リオ と同0レ ベル に置かれ るようにな った。小学校

(4年 生 までで,キ リス ト教徒の教師が2名 いる)が このバ リオの 敷地に建 て られ,

こ こに赴任 したオラ ンダ人の カ トリック宣教 師がマ ンギ ャン開発事業の一 環 と して土

地,医 療,教 育等を め ぐる諸問題 に取組 みなが ら除 々に宣教活動を おこな っている。

筆者 が初 めて この集落を訪れた時は,す でに29世 帯 が住んでいた。集落の中央に木と

竹 とコゴ ンでで きた簡素 な礼拝堂が建 ち,そ こで毎 日曜 日に ミサが催 され る。 この ミ

サには,バ リオ ・パ ナイ タヤンおよ び近辺 の住民 たちが出席す る。それは,宣 教 師み

ず か ら認 めて いることではあ るが0信 仰心 か らとい うよ りもむ しろ ミサの後で住民 た

ち どうしで雑談を した り,開 発事業の一環 と して礼拝堂の近 くに建 て られている売店

や クリニ ックを利用す るためであ る・とい って よい。 現在,kapit疣(<Sp. capit疣)

と呼 ばれるバ リオ ・キ ャプテ ンが住民 による選挙を通 じて1名 選ばれ,彼 が低地民 の

政治体制か らみれば行政的にハ ヌヌー ・マ ンギ ャ ン族の政治的 リーダーとい うことに

な っている。ところが,ハ ヌヌー ・マ ンギャ ン族か らいえば,彼 を本心か ら リーダー

であるとみ なす人 びとはご く限 られて いる。実際,彼 は宣教師の忠告 に従 って動いて
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いるにす ぎず0こ のよ うな新 制度を嫌 ってバ リオ ・パ ナイ タヤ ンを去 って い った住民

もい る。

 記 述をハ ウィ リの 事例 に戻そ う。 この ローカル ・コ ミュニテ ィの住民 は,知 人 を訪

問 した り,売 店 で塩 やマ ッチなどを買 った り,ク リニ ックで治療を受 けた りす るため

にバ リオ ・パ ナイタヤ ンを訪れ ることがあ る。 しか し,こ のバ リオで催 され る ミサ に

は絶対 に出席 しない。

 ハ ウ ィリの住民た ちは代 々伝 え られて きた宗教を守 る ことを希 望 し,カ トリックの

洗礼を受 けたい とい う望みはま った くない0と い うのがハ ウィ リで人 目につか ないよ

うに リーダー的役割を演 じている老人の説明であ る。ハ ウ ィリか らバ リオ ・パ ナイタ

ヤ ンまで は歩 いて40～50分 程 度 しかかか らな い。そこで,こ のバ リオに住 む宣教 師や

教師たちは,ハ ウ ィ リの子供たちを学校 に通 わせ るよ う説得を こころみて きて いる。

だが,こ れまで に子供を通学 させ た例 は,ハ ウィリでは1つ もない。子 供たち 自身は,

バ リオ ・パ ナイタヤ ンの学校で他の集落の子 供た ちと机を並べて勉強 した り,遊 んだ

り してみたい,と い う願 望を抱か ないわけではない。 しか し,ハ ウ ィリのあ る若者の

話によれば,子 供た ちが学校に通 わないのは,年 寄 りた ちにそ う してはな らない と強

くいわれているか らである,と い う。 そして,そ の年寄 りた ちにそうさせてい るオ ピ

ニオン ・リーダーがいま問題 に して いる老人なのである。子 供たちを学校に通わせた

ら,い ずれ カ トリックに改宗 させ られ,こ とによった らキ リス ト教徒の中高校生の よ

うに軍事教練を も受けなければな らな くなるか も知れない,と い う懸念を老人はハ ウ

ィ リの住民た ちに訴 えて きている。

 この老人 は,年 に何度か ココナツ,パ イナ ップル,バ ナナな どの作物を背負 って,

バ リオ ・パ ナイタヤ ンの宣教師に面会 に行 く。その農 作物は宣 教師への贈 りもので あ

る。老人 はまた,と き どき山を降 りてマ ンサ ライの街 に農作物を売 りに行 くことがあ

るが,そ の一部を キ リス ト教民の特定人 物(ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン地域 に牧場 を もつ

者な ど)に 贈 ってい る。

 このよ うに して老人 は,外 部者 との間に明確な線 を引 くよ う住民た ちに方 向付 けを

与 えてい ると同時 に,外 部者 と円滑 な対人関係を結ぼ うと努 めている。つ まり,外 部

者を敬 して遠 ざけ るよ うにす ることにより,ハ ウ ィリの住民 を代表 して外部者 との ト

ラブルを回避す る役を演 じているよ うに思 える。要す るに この老人 を,キ リス ト教民

に対 して一種の仲介者 ない し``diplomat"的 な性格 を有す る,ハ ウィリにおける 「隠

れた社会的 ・政治的 リーダー」とみなす ことがで きよ う。確定的な資料 は欄 あなか っ

たが,彼 の祖 父(母 の父)も やは り,「 隠れた社会的政治的 リーダー」 の立場 にあ っ

たよ うである。それ以前 になると,事 情はま った くわか らない。

 調 査者 か らみて一種の社会 的 ・政治 的 リーダー とみな しうる老人は,ま ず第1に ・

住民か ら頭 がホい(判 断が適確であ る),も の知 りである,面 倒み がよい・ と認 め ら
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れて いる。ハ ウ ィリに住む老人 たちの 中で,タ ガログ語を 自由に話 す ことができるの

は,こ の老人だけであ る。また,彼 の家屋 は他 と比べては るかに広 く,訪 問者た ちを

家屋の中に入れて食 事をふるま うことがよ くあ る。 こうい った ことが彼 の リーダー シ

ップを維持 させ る要因 とな っているように思 われ るが ,ハ ウ ィリ住民 の系譜(図6)

を み ると,別 の要因 も指摘 できる ことに気付 く。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャシ社会で は,妻 方居住(uxorilocal residence)が 婚 後 の 居住

地を決定する際の理想 的な方式で ある。例外 もかな りあ るが0婚 後2～3年 の間,妻

の集落 と夫の集落の間を往来す る居住方式を経て最終 的に妻 の集落 に落 ち付 くとい う

例が多い。

 ハ ウィ リでは・現在の14夫 婦の うち11夫 婦(78.6%)が 妻 方居住方式を採用 してい

る。他の3夫 婦 は,結 婚 当初 は両者の集落 を往来 して いたが,後 に夫の集落(つ まり

ハ ウ ィリ内)に 住 むようになった。 この3例 の うち1例 は,筆 者 が隠れた社会的 ・政

治的 リ0ダ0と 呼んでみた老人 とその妻である。彼 らは結婚後,妻 の集落(ア マガに

ある)で1年 間過 ご した。後 に ハ ウィリの 集落Aに も家屋を建てて近 くに焼畑を作

り・2～3年 の間双方の集落を往来 して住 んだ。 その 後2人 は,ハ ウ ィリの集落A

に定着 し始 めたのであ る。 この老人 には姉 が3人 と兄が1人 いた。3人 の姉の うち2

人 は集落Aに,1人 は 集落Bに 結婚 後 も住み,兄 は若 くして死 んで しま った。

 夫 方居住方 式を採用 してい る他の2夫 婦(世 帯⑫⑭)は,焼 畑耕 作地の位置をその

理由 と してあげ る。2夫 婦 とも結婚後 わず かの期間妻の0一 カル ・コ ミュニテ ィであ

った カガ ンカンの集落に住 み,そ の周辺 に焼畑を もった ことがあ るが0カ ガ ンカ ンよ

り もハ ウ ィリのほ うが良質 の耕 作地 に恵 まれてい るか らハ ウ ィリに住むよ うにな った,

と説明す る。 ところが,隠 れた社会的 ・政治的 リーダーのばあい,こ の夫婦 がなぜ夫

方居住方式 を採用 したか,そ の理 由は住民 とのイ ンタヴューか らは得 られなかった 。

妻の集落は,他 の2夫 婦の ばあいと異 って,焼 畑耕 作に適 した場所 に位置 しているの

であ る。なお,現 在 のハ ウィ リの隠 れた社会的 ・政 治的 リーダーの祖父 も同 じよ うな

役割を演 じていた と前 に述 べた が,彼 もやは り夫方 居住方式を採 用 していた。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の間では,前 に指摘 した よ うに(Cf . II.3),第1イ トコ以

内の性関係 ・結婚 は固 く禁 じられて おり,そ の範 囲を こえて も第4イ トコの範囲 内で

あれば結婚 はできるだけ回避 され る。ハ ウ ィリ住民 の系譜関係をみ て も明 らかな よう

に・0般 に同 じローカル ・コ ミュニテ ィ内に住 む未婚 の住民 の大半は近い血族 関係で

結 ばれている。 したが って,同 一 ローカル ・コ ミュニテ ィ内での 内婚 はきわめて まれ

であ る。つ ま り・婚姻を契機 に自分の ローカル ・コ ミュニテ ィか ら男が送 り出され,

外 か ら男が送 りこまれて くる,と い う図式 が成 り立つ 。ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会 の

婚姻規 定と妻方居住の方式の傾向 とが組 み合 わさる と,『 既婚女 性 に とっては彼女 の

ローカル ・コ ミュニテ ィの大半は血族であ るが,既 婚 男性 にとっては そこの住民 の大
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半が姻族であ る」 とい う状況 が論理的 に導かれ る。実際,こ のよ うな状況 はハ ゥ ィリ

の事例か らも明 らかに指摘 できる。 しか も前述 したよ うに(Cf . I I.2),姻 族 は離婚に

よ ってそ の関係が切れて しま うので血族 よ りも社会的 に遠距離にあ る,と い うハ ヌヌ

ー ・マ ンギ ャ ン族の一般的な見方を想 い起 こせば,ハ ウ ィリの隠れた社会 的 ・政治的

リーダ ーが夫方居住方式を採用す る必然性 が理解で きるよ うに思 え る。彼 は,他 の既

婚男性の大半 と異な り,ハ ウィ リの住民の大半,全 世帯 と血縁関係を有 しているので

ある。つ ま り,隠 れた社会 的 ・政治的 リーダーの居住方 式(夫 方 居住)は,リ ーダー

シップを維持 してい くうえで重要な要 因とな っていると考え られ る。 ワシッグの枢軸

的集落 に も隠れた社会的 ・政治的 リーダーと思 われ る老人が1人 い るが,彼 もやは り

夫方居住方式 を採用 して いる。

 このよ うな問題 に筆者が気付 き始 めたのは調査の最終段階で,し か も社会組織に関

す るエ クステ ンシヴな調査は ご く限 られていたため,上 に述 べた ようなことが他の ロ

ーカル ・コ ミュニテ ィに も一般的にいえ るか どうか,残 念なが らわか らない。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会か ら特定family lineを 抽 出 し,そ の意 味を問 うことが

本稿の課 題の1つ で あるが,い まみて きた ように0こ の社会 には制度化 した世襲的 な

社会的 ・政治的 リーダーはみ られない。と ころが,焼 畑農耕 をめ ぐる祭 祀面 に 目を転

じてみ ると,一 種のfam�y lineが 浮 き彫 りにされて くるのであ る。

2.播 種儀 礼執 行者(panud/疚an)

 ハ ヌ ヌー ・マ ンギ ャン族 の 日常生活 は,焼 畑農業活動を軸 と してい る,と い って も

過言 ではない。 彼 らの主食(karan?佖un)は 米 だ けでは な く,む しろ米が主食に 占め

る割合 は低 い(た だ し儀礼の際は米 が不可欠であるのが一般的)。 時期 に もよ るが,

サ ツマイモ(kam偀i〈Sp. camote)0カ サ バ(kayuk痒u) ,ヤ ム イモ(P励 棚 タ ロイ

モ(吻gψ 銘⇒,ト ウモ ロコシ@読5くSp, maiz)が 主食 の大半 を占め る。 しか し,

農 業活動における彼 らの最大の関心事は米 の栽培にある。

 彼 らの信 仰によれば,米 の栽 培はkal疊 p疵ay(米 の 精霊)の 力 があ っては じめて

可能 となる。米の精霊の助力 がなけれ ば,焼 畑である程 度育 った稲 はいずれ萎れて し

ま う,と 考 えられてい る。米の精霊の世界 は森や海の はるかか なたにある,と い うイ

メー ジを彼 らは抱き,中 には南方のパ ナイ(Panay)に あ るとい う住民 もい る。

 米 の播種儀 礼は ρ8肱4ど磁 と呼 ばれ,毎 年4月 頃(雨 期 が近づ きは じめた頃)お こ

なわれ る。この儀礼の執行者(panudl疚an, ritual performer of the first rice planting)

はObat� tudl疚と い う儀礼石の保有者で ある。ハ ヌヌー・マ ンギ ャ ン族のpanudl疚an

は,前 述 したよ うに(Cf . I I I.3),ご く限 られた ローカル ・コ ミュニテ ィに しかみ ら

れない。 その うちの1つ がハ ウ ィ リで,こ の ローカル ・コ ミュニテ ィの 枢軸 的集落

(A)に 儀 礼石 を保有す る老婆が1人 住 んでい る。
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 播 種儀礼 の 当日,播 種儀礼執行者であ る老婆の家屋 のまわ りに早朝か らハ ウ ィリの

住民た ちが集 まる。家屋の中には老婆 が1人 座 り,直 径10cm程 度 の黒い儀礼石 と

1瀾 みの米 を ココナ ツの殻でで きた椀 に入れ る。住民 が この儀礼石 を見 ることができ

るのは この時だけであ る。それ以外の時は,老 婆はその石 を人 目につか ない場所(た

だ し家屋内)に しまってお く。 彼女 は雌 鶏 の 頸 部 に ナイフを 入 れ,`ψ 昭P顔 雇4P

伽 伽 彪ωo(す べ ての人び とが豊作 に恵 まれ ますよ うに)"と 祈 りながらココナツ椀の

中に ある儀 礼石 と米 に鶏の血 を数滴ふ りか ける。 この儀 式が済む と,老 婆 は儀礼石 と

米のはい った椀 と,前 日準備 しておいた背負い カゴ(そ こには次の儀礼 に必要 なもの

がは いってい る)を もって外に出 る。 老婆 は集落Aの 南方 の森 の中にあるとい うア

リ塚(ρ 吻50)に 向 か う。 この際彼女 に同行 す ることは禁 じられて お り,そ の 規則を

破 ったら米は実 らな くな って しまうと考え られて いる。

 イ ンタヴューか ら得 られた資料 によれ ば,老 婆はア リ塚に着 くと,背 負 いカゴには

いってい る十字(kud俍<Sp. cruz:bag疚ayと い う一種 の 竹 で作 った もの)を ア リ

塚の 中央部 に立て る。その前 を木 の棒で突 いて穴を7つ 作 る。そ してそ こに,雌 鶏の

血を吸い こんでい る米を播 く。そのまわりに,や は り背負いカ ゴにいれてきたバ ナナ

(1房),タ ロイモ(1コ),ヤ ムイモ(1コ),サ ツマイモ(3コ),カ サ バ(1コ),

砂 糖 キビ(1片),ト ウモロコシ(3粒)を 植 える。 こう して ア リ塚 その ものが小型

の畑(y彅mak)と な る。

 このア リ塚 には 伽 妙タ とい う名の女の精霊が宿 り,米 の精霊を コン トロールす る

のが6加 妙Pで あ るといわれる。 そ して,bin痒i?を 呼 び出すには儀礼石 に宿 るとい

う精霊(tudl疚と 呼ばれる)の 助力 が 不可欠 で, tudl疚の 助 けを乞 うことがで きる

のは儀礼石の保有者で ある播種儀礼執行者 のみで あるとい う。

 播 種儀礼を終えた老婆は 自分の家屋 に戻 る。彼女が到着す ると,ハ ウ ィリの住民全

員で会食 し,儀 式 が無事完 了 した ことを祝 う。 この食事は播種儀 礼執行者 がふるまい,

ハ ウ ィリ以外 の住民 も参加 してか まわない。

 その後7日 間,い くつかの タブーが 播種儀 礼執行者 や住民 に 課 される。 この期間

が過 ぎるまで,住 民 は自分たちの畑に米を播 く(そ の直前 に,世 帯単位でおのおのの

畑 で小規模 な播種儀礼が おこなわれ る)こ とは許 され ない。 この規定はハ ウィ リだけ

ではな く,パ ナイタヤン,カ ガ ンカン,ア マガ,マ ンブロ ン,ブ ドゥブラン,マ ナオ

ル等 の周辺mカ ル ・コミュニテ ィの住民 も厳守 しなけれ ばな らない。つま り,こ れ

らの ローカル ・コ ミsニ テ ィの住民 は,ハ ウィ リの 播種儀 礼執行者 による儀礼が お

こなわれた7日 後 に,は じめて米の播種を各 自の 焼畑 で 開始する ことができるので

ある。 同0の 播種儀礼執行者 の 作用を受 ける これ らの ローカル ・コ ミュニテ ィは,

pagkaaus疉an(「1っ の地域」 の 意)と 総称 される。 もしある住民が播種 に関す る規

定を破 ったな らば,そ のpagka?us疉anで 播 かれ る米 は途中で成長を やめ,萎 れて し
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まうといわれ る。 その理 由 は規 定を破 ればア リ塚の精霊 伽 顔 ♪が怒 り,米 の精霊

を呼び 出してそれぞれの 焼 畑 に 送 りこむ ことを しな くなって しまうか らである,と

いう。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン地域 には,播 種儀礼執行者 は,ハ ウ ィリの ほ か に ヤガウ

[CoNKLIN 1957:89],ワ シ ッグ,マ ラ ン ・オ ッグ,そ の他い くつかの ローカル ・コ

ミュニテ ィの枢軸 的集落 にみ られ(正 確な数字 と場所 は不 明),そ れぞれの 播種儀礼

執行者を中心 として別 々のpαgkaPusahanが 形 成 されてい る。おのおののPngkaPusahan

は,集 落や ローカル ・コミュニテ ィのよ うに社会集団 と しての機能 を もつ ことはない

が,播 種儀i礼の際にのみ1つ のgroupingを なす。 そ の 基礎 をなすのはあ くまで も

localityで あ り,別 のPagka 7usahanに 居住地 を変 えた らそこの播種儀礼執行者 の作

用を受 けることにな る。

 なお,播 種儀礼執行者の儀礼石は,親 から

子供の うちの1人 へと代々受 け継 が れて い

く。ハ ウィリの現在の播種儀礼執行者(隠 れ

た社会的 ・政治的 リーダーとここで呼んでい

る老人の姉で,図10のM,図6の 世帯⑧)

は,約10年 前に,母 親(B)が まだ生きてい

るうちに彼女から儀礼石 と播種儀礼執行者の

地位を譲り受けた。MがBの 後継者となっ

た理由は,Mみ ずからそれを欲して いたか

らではなく,母 親Bの いい付けに従ったに

すぎない,と いう。Bは,生 前すでに娘の

Mに 播種儀礼のとりしきり方 について教 え

こんでいた。

 過去の播種儀礼執行者の名前は3代 上まで

記憶されている。Mの 前がBで あったこと

は上述のとおりである。Bは 父親のLか ら

(五 は当時の隠れた社会的 ・政治的 リーダー

でもあった),Lは 母親のPか ら儀礼石を受

け継いでいる。Pよ りも上の世代の播種儀礼

執行者になると,名 前はすでに忘れられてし

まっている。しかし住民たちは,こ の儀礼石

図伯 ハ ウィリの ρα概協潔απの継承

   (矢印は継承の方向を示す)

ははるか昔から代々親から子に譲り渡され,最 初にそれをもっていた人物こそハウィ

リの創始者だったのだろう,と 説明サる。

 播種儀礼執行者の継承者は,儀 礼執行者自身が枢軸的集落内に住む自分の子供たち
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の中から選定する(ハ ウィリの現在および2代 前の播種儀礼執行者はともに女性であ

るが,こ の儀礼執行者の後継者として女性が優先されるという規定はまったくなく,

性別は問われない)。 現在のハ ウィリの播種儀礼執行者は,い ずれ儀礼石を娘の1人

(世帯⑩)に 譲渡 しようという考えをもっている。 ハヌヌー ・マンギャン族の農業生

活にとって0播 種儀礼執行者による毎年の儀礼は不可欠なものである。この儀礼執行

者の継承が停止 して しまうことは,住 民たちにとって農業活動の停止さえ意味する。

これまで保たれてきた播種儀礼執行者のlin疉i?は,こ れからも代々存続されねばな

らない。そのために播種儀礼執行者の子供が必要とされるのである。したがって,播

種儀礼執行者が自分の後継者を決定するばあい0子 供のいない息子や娘,あ るいは他

集落に婚 出してしまっている息子や娘は,そ の枠からはずされることになる。ワシッ

グにも別の播種儀礼執行者(そ の ローカル ・コミュニテ ィの隠れた社会的 ・政治的リ

0ダ ーのキ ョウダイ)が いると前に記 したが,こ こでもその地位 ・役割(お よび儀礼

石)の 継承はハウィリのばあいと同 じ方式で(つ まりOambilineal原 理 にもとつい

て)な される。他の播種儀礼執行者については,残 念ながら資料がない。

V.デ ィス カ ッ シ ョン

ハ ヌ ヌー ・マ ンギ ャン社 会 の構 成 と指 向性

 ハ ヌ ヌー ・マ ンギ ャン研究 の開拓者で あるConklinは,こ の 種 族 の社会 を,「 双

系的に組織 され,… …単系 出自が強調 され ることはな く0… …制度的に認め られた リ

ーダーの欠如 した」社会 であるとみ な した[%ONKLIN l957:II]。 マ ンサ ライ地域 と

ブララカオ地域 の両者で長期の調査を実施 したITURRALDE[1973]も,全 面 的に彼

の見解に従 っている。 この種族の 調査 にたず さわ る者 にとっては0一 見,Conklin

の見 解 には何 ら異論の余地がないかのよ うに思 え る。 しか し,す で に本稿で明 らか に

されたよ うに,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会 には双 系的側面 と並行 して,播 種儀礼執行

者 の継承か ら別の側面 がみ られ る。 す なわち,ego-focused kin conceptと と もに

ancestor-focused kin conceptも 抽 出 され るので ある。また,ハ ウ ィリの事例か ら,

「隠れた社会 的 ・政治 的 リーダー」 と規定 しうる人物 の存在 が認 あられ る。Conklin

の 見 解内に とどま っていた ら,こ の ような事象は説 明不可能 になった まま置 き去 りに

されて しまう。そ こで0別 の角度 からハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会を見直 さなければな

らない。

 世 帯の集合体であ る集落は,単 系出自集団 にみ られ るよ うな共同体規制は もたない。

しか し,集 落の社会 的,祭 祀的機能を検討 してみ ると,こ の社会集団 は,薄 弱ではあ

るが 自律性を有 したlocal kin group[MURRAY l973]で あ り,収 穫儀ネLや葬送儀
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図11Pa.gka Pusahanの 集 合 体 と しての ハ ヌヌ ー ・マ ンギ ャ ン社 会 の 構 成 モ デル

礼に焦点を当て るならば一種のcult groupで あ るとみ なす こともで きる。 この社会

的,祭 祀的 自律性 は,集 落の集合体で あ るローカル ・コ ミュニテ ィの レベル に も拡張

され る。

 ローカル ・コ ミュニテ ィの集合体 であ るPagkaPusahanは,社 会 的自律性は有 して

りないが,そ れ ぞれ播種儀礼の面で1人 のPanudlakanを 中心 に構成 されて いる。 そ

こでpagka pusahanを,``panudl∂kan-centered local cult grouping"と み なす ことが

で きる。 また,お のおののPagka Pusahanど う しの間には祭祀的関係 が見 出され ない

が,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会 を複数 のPagka 7usahanが 集 合 した もの とみなす こと

も可能で あろう。 これは図11の よ うな ダイアグラムで示す ことができる。

 そ れぞれのPagka Pusahanの 枢 軸的集落 に代 々住 む播種儀礼執行者 は,制 度化 され

た一 種の呪的 ・宗教的 リーダー(formal magico-religous leader)で あ るといえ るP

そ の地位 ・役割 は,儀 礼石 とと もに,ambilineal原 理 に もとつ いて特定家族 内で親

か ら1人 の子供へ一系的 に[馬 淵1971:49-50]継 承 され る。 すなわ ち,お の おの

のpagkapusahanの う ち にambilineal(monolineal)な 継 承 ライ ンを 基 軸 と した

"Panudlakan family line"が1つ 存在す るといえ る
。それ以外 に固定的な継承 ライ ン

は,ハ ヌヌー・マ ンギ ャン社会 にはみ られな い。そ こで播種儀礼執行者 のfamily line

を,村 武[1967]に な らって,"axial family line"と 呼 ぶ こ と もで き よ う が,

``axial"の か わ りに``pivotal"(枢 軸 的
,軸 の まわ りは流動的で あるというニ ュア ン

スを も含蓄す る)と い う語を用 いたほ うが より適 切であろ う。いずれ にせよ,ハ ヌヌ
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一 ・マ ンギ ャン社会 のPanudlakαn family lineは ,ミ ン ドロ島のバ タ ンガン族 およ

びそ の他い くつかの種族 の 社会 にみ られ る(そ して 日本 の イエスジ を 想起 させ る)

"axial family line"[MuRATAKE&KIKucHI l 968]に 構造 的に類似 して いる
。

 ハ ウィリにみ られ る隠れた社会的 ・政治的 リーダーに関 して は,彼 の祖父 も同 じよ

うな立場 にあった とい うことしかわか らず,リ ーダー シップの固定的な継承 ライ ンは

み られない。だが,そ の機能 に注 目 してみ るな らば,や は り,ミ ンドロ島の他 の山地

民のい くつかにみ られ る制度化 された社会的 ・政治的 リーダーを想起せ ざるをえな く

な る。

 比 較のための資料 と して,ブ ヒ ッド族 の事例を とりあげてみよ う。 この種族 の社会

構成 に関す る調査報告が皆無であ ったため,筆 者 はハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族の調査 に

たず さわ っていた間 に数度 にわた って短期 の調査旅行を してみた(そ の調査旅行の概

   図12
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7.PinaP

8.P6na4

9,baPaP(男)

 bdyiP(女)

9',磁 餌P(Egoが 男)

 bayip(Egoが 女)

10.ノ 冷 μ 勉 吻βP(男)

 漸:ノ'u PinaP(女)

10'.fab:fu

lL声 諏 吻 漸:fu

12,fat69 ft2:f"

13.fa Pt2fat ftZ :fu
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要は別稿[MIYAMoTo 1974]で 報 告 されている)。 ここで は, Bongabong地 域 の山

岳地帯 に位 置す るManihalaと 呼 ばれ る集落の事例 を材料 にす る。

 こ の地域では散在集落の形態 がとられ,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン地域近辺の ブヒ ッド

地域 とは異な って,複 数 の集落 が1つ の ロー カル ・コ ミュニテ ィを形成す るような こ

とはない。親族用語 は,ハ ワイ型 とエスキモー型の コンビネー シ ョンをその基盤 と し

てい る(図12)。 つ ま り,用 語上,各 世代 ごとの区別が明確に示され,核 家族の範囲

が浮 き彫 りにされている。父方 ・母方 の双方 の第1イ トコまでの親族 がインセズ トの

範 囲内にあ り,社 会生活,祭 祀生活 においてkindredと して重 要な機能を もつ 。 婚

後の居住方式 は妻方居住 が大半 であ る。 ここまで はハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 のばあい

とよ く似 てい る。 しか し,リ ーダー シップの点で様相 が異な る。

 この集落 は,現 在,フ ィリピン政治体制の もとでボ ンガボ ンの行政 区に組み いれ ら

れ0低 地 に住 むプロテスタン トの宣教師 による 「開発事業」下 に置かれてい る。主 と

して,低 地 の タガ ログ社会 の 中で は生活を維持 していけな くな ったイロカノ族(キ

リス ト教徒)の 侵入を長期 にわた って受 け,マ ニハ ラの ブヒッ ド族 が 焼畑耕作 をす

ることのできる領域は ごく狭め られて しま って いる。 昔,キ リス ト教徒 の 出入 りが

ほとんどなかった頃は0 この集落には何軒 もの家屋 が 密集 し,か な り多 くの住民 が

加勧 α1ゲ侃(な い しhat伃an)と 呼 ばれ る リーダー の 指導下で豊かな生活を送 ってい

た,と いい伝え られて いる。

 この集落 に,ボ ンガボ ンの役場 か らkonseh�1(Sp. conc(オal)と して任命 され てい

る老人 が1人 いる。 この集落がボ ンガボ ンの行政区の一部に され る以前 は,こ の老人

は住民 たちからhatir�l�?an(な い しhat伃an)と 呼 ばれでいた。 彼 は慣習 法に明か

るく,住 民 間に もめごとが生 じるとその調停役 をつ とあていた。 また,住 民 とイ ロカ

ノ族 との間に トラブルが起 きたばあい,集 落 の代表者 と して問題解決のための交 渉に

あた っていたの もこの老人で ある。男性であれば,婚 後妻の集落 に移 るのがタテマエ

とな っているが,こ の老人のみは生 まれたときか ら居住地を変えていない。彼 の父 も

祖父 もそ うしたからだという。 この老人 に とって,彼 の集落 の住民の大半が血族 で,

そ うで ない人 びとは結婚 後 ここに移 って きた男性た ち(姻 族)だ けで ある。彼 は今 日

で も住民全員か ら代表者,リ ーダーと して厚 い信頼を受 けて いる。住民の中で彼 だけ

がタガログ語,イ ロカノ語を流暢に しゃべ り,ブ ヒ ッ ド族の伝統的文字(小 刀で竹 に

刻む)を 完壁 に習得 してい る。 これ らはhatir�l畭anに な るための必 要条件で あ ると

いわれ,彼 は少年の頃父親か ら学んだ。現在 この老人 は,38の 結 び 目がついている長

さ80cm程 度 の縄(特 に名称 な し)を 保管 してい る。 これ らの結び 目は,こ の集落

の人 口を示 している。集落 内で子供が誕生 した り,他 集落か ら男性が婚入 した りす る

と,新 たに結 び目が加 えられ,住 民 が死亡す れば最 も古 く作 られた結び目が切 りと ら

れて遺体 とと もに墓地 に埋 められ る。 この縄を保管す ることも 加'如 磁2侃 の地位 を
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維持す るうえでの必要条件で あった といわれて いる。

 老 人は3世 代前 までの 加伽 α彪P侃 の名前を記憶 してい る。彼 の父 も祖父(父 の父)

も曽祖父(父 の父の父)も やは り 加 励 磁Pα ηだ った とい う。そ して,老 人の説明 に

よると,は るか昔 か ら ゐ漉 ωαZゲ侃 の地位は代 々父か ら息子(1人)に 受 け継がれて

きて お り,hatiz�l� aanに な った者は一番頭の よい息子に慣習法 と タガログ語 とイロ

カノ語を教 え,住 民の数 を示す縄 を死 ぬ前 に渡すのが義務であ った。また0今 では も

う実行 されて いな いが,こ の老人 の代 まで 加 伽 α1ゲ侃 は呪医で もあり,播 種儀礼執

行者で もあ り,そ れぞれに不可欠 な儀礼石 を 保有 していた。 プ ロテスタ ン トの宣教

師たちは,マ ニハ ラの 集落 を 訪 れ るよ うにな って以来,「 これまでの慣 習 をす べて

忘れよ,そ れを実行す ることは悪 その ものであ るか ら」 と住民た ちに訴え続 け,当 時

加肋 α1ゲ翻 で あった上記の老人の家屋 内に タガ ログ語 の 説教以外は聞 くことのでき

ないよ うにセ ッ トしたhラ ンジス ター ・ラジオを置いて いる。宣教師たちに儀礼石 を

捨て去 るよ う強制 されたので,老 人 は今は もう呪医と播種儀礼執行者の役割 は演 じて

いない。だがかつて は,2種 の儀礼石 も 加伽 磁2α ηになるための必要条件 で,上 記

の縄 とともに代 々父 か ら息子 に受 け継がれていたのである。

 このよ うに,か つてのマ ニハ ラの 加 伽 α♂ゲαπは,制 度的 に,社 会的 ・政治的 リー

ダ0で あ ると同時 に呪的 ・宗教的 リーダーで もあ った。ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会 に

み られ る隠れた社会的 ・政治的 リーダー とpanudl疚anの 役 割(そ れ にpandan坥�n

や ρα初α7ゲ侃 といった祈 とう師,呪 医の役割)を 同一人物が担 っていた。 そ して社

会的 ・政治的 リーダー シップﾘ呪 的 ・宗教的 リーダー シップは,男 系原理に もとつい

て一系的に父か ら1人 の息子へ と代 々受け継がれていたので ある。マ ニハ ラ集落は,

男 系継承 ラインを基軸 とす る固定化 した``hatiz�l畭an family line"を 有 し,社 会的

・祭祀的に 自律性 をかな り強 くもって いた といえ る。

 か つてのマニハ ラのhatizval�?anと 非 常に類似 して いるのが,最 近菊 地[KIKUCHI

1975]に よ って報告 されたア ランガ ン族 のkuyayと 呼 ばれる リーダーで ある。 また,

バ タ ンガ ン族 のtanunganと 呼 ばれる``head"も 社会 的 ・政治的 リーダー で あ る と

同時 に呪的 ・宗教的 リーダー(呪 医 にとって不可欠な儀礼皿を所有す る)で もあり,

そ の継承 は父か ら息子へ と男系 ライ ンをたど ってなされ る[MURATAKE&KIKucHI

l968]。 この種の社会は,``長)rmal socio-political leader = magico-religious leader

centered cognatic society"(両 方 の リーダーが同一人物)と 呼ぶ ことができよ う。

 村 武は,パ ラワン島南部 の山地に住むPalawan族 に は相続 ・継承が特定の単系家

筋 にそ ってなされ ることがない ことを 示 し,「 固 定 的 なaxialなambilineal家 筋

は,Palawan族 の よ うな型のcognatic社 会 を基盤 に して典 型的 に生 成 さ れ る」

[村武1967:5]と い う指摘 を した。その後菊地 は,バ タ ンガ ン社会を分析 した結果,

「親族 組織は元来 のego-centered kin groupか ら,政 治 的 ・社会 的 ・経済的 ・儀礼
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的諸分野 において 自律性を もった共 同 体 的 な形 態 を 確 立 しつ つambilinealか ら

mono・linealな 様 相 を もったancestor oriented kin conceptを 内 在 し
, formal

political leader-centered kin groupへ の 指向性を示す 〈Gaban>(corporate group)

に発展 してゆ く可能性が うかがえ る」[菊 地1971:260]と い う見解 をだ して いる。

 菊 地の見 解は,ego-centered kin groupか らf<)rmal political leader centered

kin groupへ の 移行 とい う図式を強調 してい るよ うだが ,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会

の位置付けをす るにはそれだ けでは充分でない。だが,本 稿で重要視 したよ うに祭祀

的側面 を も強調 してみ るな らば,ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会の構成 と指向性に関 して

ひ とつの仮 説が得 られる。

 ハ ウィ リにみ られ るよ うな隠れ た社会的 ・政治的 リーダー(対 内 ・対 外的)は,外

部者(キ リス ト教民)の 政治的圧 迫を避け得ない状況 の もとで,対 内的相談役 ・調停

役の中か ら浮 かびあがって きた ものと考え られ る。社会的 ・政治的 リーダーの固定的

継承 ライ ンは現段階ではみ られないが,も しそれが生成 され るとす るな らば,そ れは

local cult grouping(μ9ん αPπ励 αη)の 枢軸 をなす 制 度化 した 呪的 ・宗教 的 リーダー

(panudl疚an)のfamily Iineを 基 盤 とす るであろ う(現 在のハ ウ ィリおよび ワシッ

グでは隠れた社会 的 ・政治的 リーダーと ρ伽π4♂話磁 はキ ョウダイで あり,2世 代前

のハ ウ ィリの ρ侃鰯 砒㈱ は社会的 ・政治的 リーダー であ った)。 その可能性 は
,ミ

ン ドロ島の他種族(マ ニハ ラの ブヒッ ド族 ,ア ランガ ン族,バ タンガ ン族)の 事例 か

ら推定で きる。 つ ま り,現 在 の ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社 会 は"magico-rel�ious

leader(and infi)rmal socio-political leader)centered society"で あ り
,そ れは,

corporate groupの 性 格 が 比 較 的 強 くみ られ るよ うにな ってい る"formal socio。

political leader=magico-religious leader centered society"へ の変容 過程 にある

と考 えることがで きよう。

VI. む す び

 本 稿 で は,axial family line論 の観 点か ら, cognatic settingの う ちに一 系的要素

を抽 出 してみ るよ う努めた。ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の関係用語 ,社 会集団を分析 し

た後 に,隠 れ た社会 的 ・政治 的 リーダーと播種儀礼執行者 に焦点を 当てて この種族 の

社会構成 について考察 を こころみ た。他種族 との比較 の結果,隠 れた社会的 ・政治的

リーダー の出現 は,ブ ヒッ ド,ア ランガ ン0バ タンガ ン社会 のよ うな"formal socio-

political leader =magico-religious leader centered society"へ の 移行 のめばえなの

で はないか,と い う解釈 を仮説 と して出 してみた。

 ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン族 の活動領域は,低 地 のキ リス ト教民 によ って,合 法的あ る

いは非合法的に除 々に狭められて きてい る。彼 らの,キ リス ト教民 との接触の歴史は ,
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後者の社 会的 ・政治 的抑圧 か らの回避の試みの歴史で もあ る。キ リス ト教徒 との性関

係,結 婚 を厳禁す る規定 は0キ リス ト教民が この弱小種族 の世界 に婚姻関係を通 じて

侵入 して くることを防 ぐうえで の消極的反抗のあ らわれであると解す ることがで きる。

焼畑農耕 民か ら土地(森 林)を とりあげて しまうことは,彼 らの消滅 さえ意味す る。

低地キ リス ト教民によ る圧 迫が この種族の存続 の問題に通ず るとい う意識 を住民た ち

が さらに強 くもつよ うにな っては じめて,ハ ウィリにみ られ るよ うな隠れた リーダー

がより重要な社会 的 ・政治 的機能を もって くるのではないか と思 える。ハ ヌヌー ・マ

ンギャン社会 には枠の固定 したcorporate groupは み られないが,ハ ウ ィリの事例

か らその めば えがかすかに うかがえ る。

 筆 者の調査対象は,低 地民 が比較 的接触 しやすい地域の集落に限 られて いた。他種

族 との比較を通 してかな り荒 削 りで 強引な仮説 をたて ざるを得なか ったの は,こ のよ

うな限界が あるか らであ る。また,限 られた地域か ら得 られた資料 のみを もとに して

ハ ヌヌー ・マ ンギ ャン社会 の全貌 を考察す ることには,も ともと無理 がある。 いずれ

再 調査 の機会を得 ることがで きれ ば,地 理的 に低地キ リス ト教民 の居住地 に接近 して

生活 しているハ ヌヌー ・マ ンギ ャンの集落(た とえばブララカオやマナオル の集落),

ブ ヒッ ド族 の居住地の近辺 の ハヌ ヌー ・マ ンギ ャ ン集落(シ ナ リリや タガスカン),

そ れにキ リス ト教民や ブヒッ ド族 との接触 がほ とん どない集落をサ ンプル地区 と して

調 査 し,自 然条件や世界観 との関連 でハ ヌヌー ・マ ンギ ャン地域内における社会変化

傾向(social drifヒ)の 考察 を こころみ たいと思 ってい る。 この研究ノー トは,そ の た

めの準備作業 のひとつで もある。

 本稿 ではハ ヌヌー ・マ ンギ ャン文化 の社会 的側面 にテーマを しぼ ったため,も ろ も

ろの儀礼や呪的 ・宗教的職能者の意味を問 うところまで いかなか ったが,そ の考察 は

別 に稿を改めて こころみ たいと思 ってい る。
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